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桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
上
野
忠
昭
【
抄
録
】
明
治
期
を
代
表
す
る
浄
土
宗
学
者
桑
門
秀
我
が
法
然
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
解
説
し
た
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
は
、
浄
土
宗
鎮
西
流
白
旗
派
に
伝
承
さ
れ
た
理
解
を
意
識
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
浄
土
宗
の
中
で
の
『
選
択
集
』
解
釈
の
筋
道
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
本
書
の
概
要
を
示
し
た
冒
頭
「
大
要
」
の
部
分
と
第
七
章
の
現
代
語
訳
及
び
注
を
提
示
す
る
。
入
門
書
と
歌
わ
れ
て
い
る
が
、
理
解
す
る
に
は
高
い
仏
教
の
素
養
を
求
め
ら
れ
、
現
代
語
訳
注
を
付
し
て
、
よ
り
身
近
な
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド：
桑
門
秀
我
選
択
本
願
念
仏
集
講
義
選
択
本
願
念
佛
集
一
は
じ
め
に
桑
門
秀
我１
）
（
一
八
五
九
〜
一
九
三
九
）
が
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
著
し
た
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
四
巻
（
以
下
『
講
義
』）
２
）
は
、
そ
の
題
名
が
示
す
と
お
り
、
法
然
撰
述
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
以
下
『
選
択
集
』）
の
解
説
書
で
あ
る
。
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
第
一
部
門
法
然
文
献
班
内
第
二
班
通
称
桑
門
班
）
で
は
、
こ
の
『
講
義
』
の
現
代
語
訳
作
業
を
進
め
て
い
る３
）
。『
講
義
』
撰
述
に
つ
い
て
、
著
者
で
あ
る
桑
門
秀
我
自
身
が
冒
頭
の
「
大
要
」
（
次
章
に
本
文
と
と
も
に
現
代
語
訳
・
注
釈
を
示
す
）
で
、
予
が
今
講
述
す
る
所
は
專
ら
『
徹
選
』『
決
疑
鈔
』
及
『
直
牒
』
に
據
り
、
宗
意
の
精
要
を
陳
ぶ
る
に
至
て
は
、
廣
く
報
夢
五
十
餘
帖
の
定
判
を
守
り
、
傍
ら
古
賢
先
哲
の
指
南
に
從
ひ
、
往
々
愚
見
を
加
へ
、
偏
に
初
學
に
便
す
る
の
み
。
且
つ
異
論
多
岐
に
渉
る
が
如
き
は
務
め
て
其
正
義
を
げ
、
以
て
迷
ひ
無
か
ら
ん
こ
と
を
庶
幾
す
。
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
宗
祖
法
然
か
ら
二
祖
弁
長
・
三
祖
良
忠
が
受
け
継
ぎ
、
更
に
七
祖
聖
冏
に
伝
え
ら
れ
た
解
釈
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
浄
土
宗
鎮
西
流
白
旗
派
と
し
て
の
講
説
書
で
あ
る
。
桑
門
は
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
し
ば
し
ば
「
相
伝
の
二
七
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
義
」「
白
旗
正
流
」「
白
旗
正
義
」
等
の
語
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
白
旗
派
の
伝
統
教
学
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
第
一
の
特
色
で
あ
る
。
桑
門
は
『
講
義
』
撰
述
の
後
、
主
と
し
て
浄
土
宗
教
校
第
三
学
年
の
教
科
書
に
適
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
九
一
一
年
に
『
選
集
大
意
』
を
著
し
た
。
そ
の
凡
例
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
明
治
二
十
六
年
書
肆
の
需
に
應
じ
、
初
學
の
資
に
供
せ
ん
が
爲
に
選
集
講
義
を
編
述
せ
し
も
、
啻
だ
に
本
文
の
字
句
を
解
す
る
に
力
め
章
節
段
落
の
大
意
を
領
得
す
る
に
便
な
ら
ず
、
初
學
に
益
す
る
も
の
幾
ん
ど
希
な
る
の
み
な
ら
ず
、
巻
稍
々
多
き
に
失
し
て
徒
ら
に
披
閲
に
か
れ
、
其
多
く
し
て
功
少
な
き
を
憾
む
や
久
し
。
偶
々
阪
府
一
心
寺
主
前
田
僧
正
の
嘱
に
依
り
本
書
を
艸
す
る
に
至
れ
る
は
余
の
光
榮
復
た
之
に
過
ぎ
ず
。
『
選
集
大
意
』
は
『
講
義
』
か
ら
『
選
択
集
』
本
文
の
字
句
解
説
を
省
い
て
、
各
章
の
大
意
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
一
一
年
は
、
桑
門
が
宗
教
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
年
で
あ
り
、
浄
土
宗
門
教
育
機
関
で
あ
る
宗
教
大
学
の
講
義
に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
選
集
大
意
』
の
内
容
、
す
な
わ
ち
『
講
義
』
の
内
容
は
、
宗
乗
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
当
時
認
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
両
書
と
も
「
初
學
」
対
象
を
意
図
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
桑
門
が
浄
土
宗
僧
侶
を
目
指
す
者
に
求
め
て
い
た
教
学
の
素
養
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
い
か
に
高
か
っ
た
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
解
説
は
、
伝
統
の
中
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
議
論
に
基
づ
い
て
お
り
、
伝
承
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
見
な
お
す
資
料
と
な
り
得
る
。
現
代
語
訳
に
あ
た
っ
て
、
求
め
ら
れ
て
い
る
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
痛
感
し
戸
惑
い
を
覚
え
な
が
ら
も
、『
選
択
集
』
に
対
す
る
浄
土
宗
の
伝
統
的
な
解
釈
を
再
確
認
し
紹
介
す
る
た
め
と
臍
を
固
め
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。
本
稿
は
、『
選
択
集
』
及
び
本
『
講
義
』
の
概
要
を
示
す
冒
頭
の
「
大
要
」
の
部
分
と
「
第
七
章
光
明
摂
取
」
の
『
講
義
』
本
文
と
現
代
語
訳
・
注
を
、
本
研
究
班
の
最
初
の
報
告
と
し
て
提
示
す
る
も
の
で
あ
る４
）
。
『
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
創
刊
号
で
報
告
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
桑
門
班
班
長
本
庄
良
文
研
究
員
と
上
野
が
訳
注
作
業
に
あ
た
り
、
第
一
章
（
序
文
を
含
む
）、
第
三
章
、
第
四
章
、
第
五
章
、
第
六
章
、
第
十
三
章
、
第
十
四
章
、
第
十
五
章
、
第
十
六
章
を
本
庄
、
第
二
章
、
第
七
章
、
第
八
章
、
第
九
章
、
第
十
章
、
第
十
一
章
、
第
十
二
章
を
上
野
が
分
担
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
う
ち
、
第
一
章
（
序
文
を
含
む
）
は
、
注
で
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
佛
教
大
学
大
学
院
の
浄
土
教
学
演
習
で
本
庄
研
究
員
指
導
の
下
に
二
十
八
丁
左
四
行
目
ま
で
講
読
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
を
反
映
し
て
、
今
回
は
上
野
が
序
文
に
相
当
す
る
「
大
意
」
を
ま
と
め
た
。現
在
、
こ
の
分
担
計
画
に
基
づ
き
（
第
一
章
、
第
十
六
章
は
二
人
に
よ
る
共
訳
）、
一
通
り
の
下
訳
は
完
了
し
て
い
る
。
今
後
、
お
互
い
に
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
部
分
を
発
表
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
凡
例
①
現
代
語
訳
に
あ
た
り
、
各
章
と
も
上
下
二
段
と
し
、
上
段
に
『
講
義
』
本
文
、
下
段
に
現
代
語
訳
を
記
し
た
。
注
は
各
章
ご
と
に
末
尾
に
付
し
た
。
現
代
語
訳
と
注
に
お
い
て
、
漢
字
は
主
に
新
字
体
を
用
い
た
。『
講
義
』
中
の
『
選
択
集
』
本
文
は
段
抜
き
で
記
し
た
。
②
『
選
択
集
』
本
文
に
つ
い
て
は
、
適
宜
句
読
点
を
入
れ
る
。 二八
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
③
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
に
直
し
、
適
宜
句
読
点
を
付
け
た
。
④
『
講
義
』
内
の
漢
字
は
旧
字
体
と
し
た
。
⑤
送
り
仮
名
の
不
足
は
「〔
め
〕」「〔
ふ
〕」
等
の
よ
う
に
補
っ
た
。
⑥
不
読
の
文
字
、
現
代
か
な
づ
か
い
で
用
い
ら
れ
な
い
助
詞
等
は
「
の
（
之
）」
「
か
（
乎
）」「
を
（
於
）」
の
よ
う
に
（
）
で
補
っ
た
。
再
讀
文
字
は
「
未
だ
〜
せ
ず
（
未：
再
読
）」
と
し
た
。
⑦
難
読
の
文
字
は
適
宜
「
纔
（
わ
づ
か
）
に
」「
加
之
（
し
か
の
み
な
ら
ず
）」
と
訓
を
加
え
た
。
⑧
文
献
名
は
『
』
で
囲
ん
だ
。
⑨
な
る
べ
く
引
用
や
説
明
さ
れ
る
語
句
に
「
」
を
付
け
、
引
用
中
の
括
弧
は
、
と
し
た
。
ま
た
、
本
文
中
に
あ
る
（
）
は
に
置
き
換
え
て
い
る
。
割
注
の
小
文
字
は
で
囲
ん
だ
。
本
文
中
、
丁
数
を
（
四
三
右
）（
一
六
左
）
の
よ
う
に
入
れ
た
。
訳
文
中
、
訳
者
が
補
っ
た
部
分
は
〔
〕
で
囲
っ
た
。
訳
を
ほ
ど
こ
し
た
語
の
中
で
、
術
語
と
し
て
本
文
中
で
用
い
ら
れ
た
形
を
示
し
た
方
が
理
解
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
（
）
で
囲
ん
で
補
っ
た
。
「
問
曰
」「
答
曰
」
等
の
問
答
に
は
、
訳
文
に
お
い
て
【
問
】【
答
】
の
よ
う
な
記
号
を
挿
入
し
た
。
講
義
の
科
文
と
注
釈
の
箇
条
に
○
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。
科
文
に
は
◎
、
注
釈
の
箇
条
に
は
○
に
し
た
。
註１
）
桑
門
秀
我
一
八
五
九
〜
一
九
三
九
（
安
政
六
〜
昭
和
十
四
）。
号
は
明
蓮
社
鑑
誉
欲
如
実
阿
。
黒
田
真
洞
に
師
事
し
て
、
唯
識
お
よ
び
宗
乗
を
究
め
る
。
愛
知
支
校
教
授
、
同
校
長
専
門
学
院
宗
乗
部
教
授
、
宗
教
大
学
教
授
を
歴
任
。
ま
た
、
一
九
一
八
年
、
浄
土
宗
執
綱
と
な
り
、
以
来
四
年
間
宗
政
に
も
関
与
し
た
。
そ
れ
よ
り
前
、
〇
二
年
神
門
寺
に
す
す
み
、
執
綱
辞
任
後
は
も
っ
ぱ
ら
自
坊
を
中
心
に
地
方
文
化
の
交
流
と
教
化
に
専
念
し
た
。、
著
書
は
『
選
択
集
講
義
』、『
浄
土
宗
大
意
』、『
浄
土
宗
義
講
要
』、『
選
択
大
意
』、『
四
帖
疏
大
意
』『
出
雲
宗
要
』
が
あ
る
。『
浄
土
宗
大
辞
典
』『
桑
門
勧
学
略
年
譜
』（『
浄
土
学
』
一
五
）。
大
橋
俊
雄
『
近
代
浄
土
宗
僧
英
伝
』（『
浄
土
』
一
九
六
三
年
五
月
号
）
参
照
。
２
）
本
書
は
、
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
以
下
の
通
り
四
巻
す
べ
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
①
選
択
本
願
念
仏
集
講
義
上
図
書
桑
門
秀
我
著
越
智
専
明
校
大
村
屋
総
兵
衛1893)
h
ttp
: //k
in
d
a
i.n
d
l.g
o
.jp
/in
fo
:n
d
ljp
/p
id
/822052
②
選
択
本
願
念
仏
集
講
義
中
図
書
桑
門
秀
我
著
越
智
専
明
校
(
大
村
屋
総
兵
衛1893)
h
ttp
: //k
in
d
a
i.n
d
l.g
o
.jp
/in
fo
:n
d
ljp
/p
id
/822053
③
選
択
本
願
念
仏
集
講
義
下
本
図
書
桑
門
秀
我
著
越
智
専
明
校
(
大
村
屋
総
兵
衛1893)
h
ttp
: //k
in
d
a
i.n
d
l.g
o
.jp
/in
fo
:n
d
ljp
/p
id
/822053
④
選
択
本
願
念
仏
集
講
義
下
末
図
書
桑
門
秀
我
著
越
智
専
明
校
(
大
村
屋
総
兵
衛1893)
h
ttp
: //k
in
d
a
i.n
d
l.g
o
.jp
/in
fo
:n
d
ljp
/p
id
/822055
(
３
）
『
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
創
刊
号
の
桑
門
班
の
班
長
で
あ
る
本
庄
良
文
研
究
員
に
よ
る
本
書
の
概
観
お
よ
び
作
業
の
概
要
に
つ
い
て
の
報
告
（
一
一
三
・
一
一
四
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
４)
本
号
に
お
い
て
、
本
稿
と
同
時
に
本
庄
良
文
研
究
員
が
第
十
三
章
の
現
代
語
訳
注
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
は
、
平
成
17
〜
21
年
度
の
５
ヶ
年
に
わ
た
り
佛
教
大
学
大
学
院
の
授
業
（
浄
土
教
学
演
習：
本
庄
良
文
研
究
員
担
当
）
に
お
い
て
、
巻
上
の
初
め
か
ら
同
二
十
九
丁
右
四
行
目
ま
で
を
講
読
さ
れ
た
。
参
加
の
大
学
院
二
九
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
生
の
諸
氏
は
、
担
当
箇
所
に
お
い
て
引
用
文
献
の
出
典
お
よ
び
語
義
を
調
査
し
、
現
代
語
訳
を
試
み
ら
れ
、
本
稿
を
書
く
に
当
た
り
そ
の
成
果
を
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
、
諸
氏
の
尊
名
を
担
当
箇
所
順
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。伊
藤
瑛
梨
氏
、
勝
部
隆
満
氏
、
大
田
明
光
氏
、
三
宅
俊
明
氏
、
長
谷
川
浩
亨
氏
、
永
田
真
隆
氏
、
伊
藤
康
道
氏
、
服
部
照
道
氏
、
加
藤
弘
孝
氏
、
神
田
眞
雄
氏
、
高
津
晴
生
氏
、
中
澤
良
宣
氏
、
大
津
憲
優
氏
、
神
田
眞
照
氏
、
林
巧
萍
氏
、
奥
山
誓
氏
、
清
原
大
智
氏
、
冨
川
禎
顕
氏
、
淺
野
真
義
氏
、
岩
谷
隆
法
氏
、
武
田
真
享
氏
、
舘
和
典
氏
、
渡
憲
哉
氏
、
無
量
秀
弥
氏
。
ま
た
、
平
成
十
八
・
十
九
年
に
は
本
書
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
を
計
画
し
、
桑
門
班
本
庄
良
文
班
長
及
び
上
野
の
ほ
か
、
兼
岩
和
広
氏
、
角
野
玄
樹
氏
と
と
も
に
作
業
を
進
め
、
協
力
諸
氏
の
集
中
作
業
に
よ
っ
て
ま
た
た
く
ま
に
完
了
し
た
。
本
稿
は
、
こ
の
作
業
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
協
力
い
た
だ
い
た
諸
氏
に
改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
二
大
意
【
講
義
】
越
智
專
明
師
校
閲
桑
門
秀
我
師
講
述
選
本
願
念
佛
集
講
義
全
四
冊
諸
宗
佛
書
店
大
村
屋
宇
田
總
兵
衛
鴻
盟
社
今
村
金
次
郎
梓
（
一
右
）
選
本
願
念
佛
集
講
義
越
智
專
明
師
校
閲
桑
門
秀
我
師
講
述
将
に
此
〔
の
〕
集
を
講
ぜ
ん
と
す
る
に
、
聖
徳
太
子
の
指
南
に
從
ひ
、
三
門
を
以
て
分
別
す
べ
し
。
一
に
は
大
意
、
二
に
は
釋
名
、
三
に
は
入
文
解
釋
な
り
。
○
第
一
大
意
此
〔
の
〕
中
、
分
つ
て
八
段
と
す
。
（
一
）
縁
起
『
勅
傳
』
十
一
に
云
〔
く
〕、「
建
久
八
年
、
上
人
い
越
智
專
明
師
校
閲
桑
門
秀
我
師
講
述
選
択
本
願
念
仏
集
講
義
全
四
冊
諸
宗
仏
書
店
大
村
屋
宇
田
総
兵
衛
鴻
盟
社
今
村
金
次
郎
梓１
）
選
択
本
願
念
仏
集
講
義
越
智
專
明
師
校
閲
桑
門
秀
我
師
講
述
こ
れ
か
ら
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
講
義
す
る
に
あ
た
り
、
聖
徳
太
子
の
方
法
に
従
っ
て
、
三
門２
）
に
分
け
て
〔
解
釈
〕
し
よ
う
。〔
三
門
と
は
〕
第
一
に
は
大
意
（
お
お
よ
そ
の
内
容
）、
第
二
に
は
釈
名
（
題
名
の
解
釈
）、
第
三
に
は
入
文
解
釈
（
各
文
の
解
釈
）〔
の
三
つ
〕
で
あ
る
。
○
第
一
大
意
（
お
お
よ
そ
の
内
容
）
こ
れ
を
分
け
て
八
段
と
す
る
。
（
一
）『
選
択
本
願
念
仏
集
』
撰
述
の
由
来
三
〇
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
さ
さ
か
な
や
み
た
ま
ふ
こ
と
あ
り
。
殿
下
月
輪
ふ
か
く
御
な
げ
き
あ
り
け
る
程
に
、
い
く
ほ
ど
も
な
く
て
平
癒
し
た
ま
ひ
に
け
り
。
上
人
、
お
な
じ
き
九
年
上
人
六
十
六
歳
正
月
一
日
よ
り
草
庵
に
と
ぢ
こ
も
り
て
別
請
に
お
も
む
き
た
ま
は
ざ
り
け
れ
ば
、
藤
右
衛
門
尉
重
經
を
御
使
と
し
て
浄
土
の
法
門
（
一
左
）
年
來
教
誡
を
承
る
と
い
へ
ど
も
、
心
腑
に
お
さ
め
が
た
く
要
文
を
し
る
し
給
は
り
て
、
且
は
面
談
に
な
ぞ
ら
へ
、
且
は
後
の
御
か
た
み
に
も
そ
な
へ
侍
ら
ん
と
仰
〔
せ
〕
ら
れ
け
れ
ば
、
安
房
外
記
入
道
師
秀
子
を
執
筆
と
し
て
選
集
を
選
せ
ら
れ
け
る
に
、
第
三
の
章
、
書
の
と
き
予
若
〔
し
〕
筆
作
の
器
に
た
ら
ず
ば
（ママ）、
か
く
の
ご
と
く
の
會
座
に
參
ぜ
ざ
ら
ま
し
と
申
〔
し
〕
け
る
を
聞
〔
き
〕
給
ひ
て
、
こ
の
僧
、
驕
慢
の
心
ふ
か
く
し
て
悪
道
に
し
な
ん
と
て
こ
れ
を
し
り
ぞ
け
ら
れ
に
け
り
。
其
〔
の
〕
後
は
眞
房
感
西
に
ぞ
書
〔
か
〕
せ
ら
れ
け
る
。」
因
〔
み
〕
に
悉ツブサに
始
終
の
執シュ
筆
を
明
さ
ば
、『
牒
』
七
七
左
、
或
が
云
ふ
。
此
〔
の
〕
選
集
に
は
多
〔
く
〕
の
執
筆
有
り
。
謂
く
、
「
選
集
」
よ
（
自
）
り
「
念
佛
爲
先
」
の
註
に
至
〔
る
〕
ま
で
上
人
の
御
自
筆
な
り
（
也
）。
第
一
篇
よ
り
、
第
三
本
願
章
の
「
能
令
瓦
礫
變
成
金
」
本
廿
五
右
に
至
〔
る
〕
ま
で
安
房
の
執
筆
也
。「
問
曰
一
切
菩
薩
雖
立
本
願
」
よ
り
十
二
付
屬
章
に
至
〔
る
〕
ま
で
眞
房
の
執
筆
な
り
（
也
）。
第
十
三
章
よ
り
第
十
六
章
の
「
私
云
」
の
「
一
如
經
法
應
知
」
ま
で
は
（
二
右
）
末
三
十
八
右
他
筆
な
り
（
也
）。
名
字
を
失
す
。「
靜
以
善
導
」
以
下
は
又
『
法
然
上
人
行
状
画
図
（
以
下
『
四
十
八
巻
伝
』
と
呼
ぶ
）』
巻
十
一
に
云
う
。「
建
久
八
年
、
上
人
は
い
さ
さ
か
体
調
を
崩
さ
れ
た
。
九
条
兼
実
殿
下
月
輪
は
深
く
悲
し
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
ま
も
な
く
快
復
さ
れ
た
。
上
人
は
、
翌
建
久
九
年
上
人
六
十
六
歳
正
月
一
日
よ
り
草
庵
に
籠
も
っ
て
、
特
別
な
招
き
に
も
出
向
か
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
藤
原
右
衛
門
尉
重
経
を
使
者
と
し
て
浄
土
の
法
門
に
つ
い
て
何
年
も
教
え
を
承
っ
て
き
ま
し
た
が
、
心
に
納
め
き
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す３
）
。
経
論
の
重
要
な
文
を
お
書
き
と
め
い
た
だ
い
て
、
一
つ
に
は
〔
そ
れ
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
〕
直
接
お
目
に
か
か
っ
て
教
え
を
頂
く
の
代
わ
り
と
し
、
ま
た
一
つ
に
は
〔
上
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
〕
後
の
形
見
に
さ
せ
て
ほ
し
い
と
仰
っ
た
の
で
、
安
楽
房
遵
西
外
記
入
道
師
秀
の
子
を
書
き
役
と
し
て
『
選
択
集
』
を
撰
述
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
第
三
章
を
書
写
し
て
い
た
と
き
私
に
も
し
文
筆
の
才
能
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
場
に
参
加
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
話
す
の
を
お
聞
き
に
な
っ
て
、
こ
の
僧
は
、
お
ご
り
高
ぶ
る
心
が
深
く
て
、
き
っ
と
悪
道
に
堕
ち
る
だ
ろ
う
と
お
思
い
に
な
っ
て
、
安
楽
房
を
書
き
役
か
ら
は
ず
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
真
観
房
感
西
に
書
か
せ
ら
れ
た４
）
。」
ち
な
み
に
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
の
書
き
役
に
つ
い
て
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
と
、『
直
牒
』
七
七
左５
）
に
は
、「
或
る
人
が
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。
こ
の
選
択
集
に
は
多
く
の
書
き
役
が
い
る
。
つ
ま
り
、「
選
択
集
」
よ
り
「
念
仏
為
先
」
の
註
に
至
る
ま
で
は
、
法
然
上
人
の
御
自
筆
で
あ
る
。
第
一
篇
よ
り
、
第
三
本
願
章
の
「
能
令
瓦
礫
変
成
金
」
本
廿
五
右
に
至
る
ま
で
は
、
安
楽
房
が
書
き
役
を
務
め
た
。「
問
曰
一
切
菩
薩
雖
立
本
願
」
よ
り
十
二
付
属
章
に
至
る
ま
で
は
真
観
房
が
書
き
役
を
務
め
た
。
第
十
三
章
よ
り
第
十
六
章
の
「
私
云
」
の
「
一
如
経
法
応
知
」
ま
で
は
末
三
十
八
右
他
の
書
き
役
で
あ
る
。
名
は
わ
か
ら
な
い
。「
静
以
善
導
」
以
下
は
ま
た
真
観
房
が
書
き
役
を
務
め
た
。」
三
一
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
眞
房
の
執
筆
な
り
（
也
）。
二
）奇
瑞
勅
傳
十
一
に
云
〔
く
〕、「
此
〔
の
〕
書
を
選
進
せ
ら
れ
て
後
、
同
年
（
建
久
九
年
）
五
月
一
日
、
上
人
の
夢
の
中
に
善
導
和
尚
來
應
し
て
「
汝
專
修
念
佛
を
弘
通
せ
る
ゆ
え
に
殊
更
に
來
れ
る
な
り
」
と
し
め
し
た
ま
ふ
。
此
〔
の
〕
書
、
冥
慮
に
か
な
へ
る
こ
と
し
り
ぬ
べ
し
。
ふ
か
く
信
受
す
る
に
た
れ
り
。」
（
三
）
相
傳
勅
傳
四
十
六
初
右
「
鎮
西
の
聖
光
房
辨
長
又
辨
阿
と
號
す
建
久
八
年
吉
水
の
禪
室
に
參
ず
。
時
に
上
人
六
十
五
、
辨
阿
三
十
六
な
り
。
翌
年
建
久
九
年
の
春
上
人
選
集
を
聖
光
房
に
さ
づ
け
ら
る
。
こ
れ
月
輪
殿
の
仰
〔
せ
〕
に
よ
り
て
え
ら
べ
る
所
な
り
。
い
ま
だ
披
露
に
及
ば
ず
と
い
へ
ど
も
汝・
は・
法・
器・
な・
り・
。・
傳・
持・
に・
た・
へ・
た・
り・
。・
は・
や・
く・
此・
〔・
の・
〕・
書・
を・
う・
つ・
し・
て・
末・
代・
に・
ひ・
ろ・
む・
べ・
し・
と
仰
〔
せ
〕
ら
れ
け
れ
ば
か
た
じ
け
な
く
頂
戴
し
て
う
け
ぬ
。
我
〔
が
〕
大
師
釋
尊
は
た
だ
法
然
上
人
な
り
と
ぞ
た
と
ひ
申
さ
れ
け
る
節
略
」。
然
（
二
左
）
る
に
『
牒
』
一
廿
七
及
び
大
澤
見
聞
等
に
依
る
に
、
建
久
八
年
鎮
西
上
人
國
し
て
普
く
道
俗
を
勸
め
念
佛
を
弘
通
し
一
年
を
隔
て
て
正
治
元
年
建
久
十
年
改
元
再
び
上
京
し
て
此
〔
の
〕
書
を
相
傳
す
と
云
〔
ふ
〕。
是
れ
傳
の
異
説
に
し
て
『
決
疑
鈔
』
の
終
と
相
違
せ
り
。
須
く
勅
傳
に
依
る
べ
し
。
ま
た
建
久
九
年
よ
り
七
年
後
、
元
久
元
年
三
月
十
四
日
、
小
松
殿
に
於
（
二
）『
選
択
集
』
撰
述
に
お
け
る
奇
瑞
『
法
然
上
人
行
状
画
図
』
巻
十
一
に
次
の
よ
う
に
云
う
。「
此
の
書
〔『
選
択
集
』〕
を
撰
述
し
進
呈
さ
れ
た
後
、
同
年
（
建
久
九
年
）
五
月
一
日
、
上
人
の
夢
の
中
に
善
導
和
尚
が
来
現
さ
れ
て
あ
な
た
は
專
修
念
仏
を
弘
め
て
い
る
の
で
、
特
別
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
た
。〔
こ
の
こ
と
か
ら
も
〕『
選
択
集
』
は
、
善
導
大
師
の
計
り
知
れ
な
い
お
ぼ
し
め
し
に
適
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
深
く
信
じ
受
け
と
め
る
べ
き
価
値
の
あ
る
書
で
あ
る６
）
。」
（
三
）
相
伝
『
四
十
八
巻
伝
』
巻
四
十
六
初
右
に
「
鎮
西
の
聖
光
房
弁
長
ま
た
弁
阿
と
も
号
す
る７
）
が
（
中
略
）
建
久
八
年
〔
一
一
九
八
〕
吉
水
の
法
然
上
人
の
禅
室
に
参
上
し
た
。
そ
の
時
、
法
然
上
人
は
六
十
五
歳
、
弁
阿
は
三
十
六
歳
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
翌
年
建
久
九
年
〔
一
一
九
九
〕
の
春
、
上
人
は
選
択
集
を
聖
光
房
（
弁
阿
）
に
授
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
月
輪
殿
〔
九
条
兼
実
公
〕
の
仰
せ
に
よ
っ
て
撰
述
し
た
書
で
あ
る
。
ま
だ
表
に
出
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
あ
な
た
は
こ
の
書
に
書
い
て
あ
る
教
え
を
過
た
ず
受
け
取
る
十
分
な
力
量
を
具
え
て
い
る
。
相
伝
し
護
持
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
は
や
く
こ
の
書
を
写
し
て
後
の
世
に
広
め
な
さ
い
と
仰
っ
た
の
で
、
あ
り
が
た
く
頂
戴
し
て
受
け
取
ら
れ
た
。
私
に
と
っ
て
の
大
師
釈
尊
は
、
た
だ
法
然
上
人
の
こ
と
で
あ
る
と
、
尊
ん
で
申
さ
れ
た８
）
。」（
適
宜
省
略
し
て
い
る
）〔
と
あ
る
。〕
と
こ
ろ
が
『
決
疑
鈔
直
牒
』
一
廿
七９
）
及
び
『
大
沢
見
聞10
）
』
等
に
依
る
と
、
建
久
八
年
に
鎮
西
上
人
は
帰
国
し
て
、
広
く
僧
侶
・
在
俗
の
人
々
に
念
仏
を
勧
め
て
、
一
年
の
後
、
正
治
元
年
建
久
十
年
に
改
元
〔
一
一
九
九
〕
再
び
上
京
し
て
こ
の
書
を
相
伝
し
た
と
云
う
。
こ
れ
は
伝
記
の
異
説
で
あ
り
『
決
疑
鈔
』
の
末
尾11
）
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
反
し
て
い
る
。
当
然
『
四
三
二
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
て
隆
寛
律
師
に
授
け
玉
へ
り
。
其
〔
の
〕
御
詞
に
云
〔
く
〕
勅
傳
四
十
四
、「
は
や
く
書
し
て
披
見
す
べ
し
。
も
し
不
審
あ
ら
ば
た
づ
ね
問
べ
き
な
り
。
源
空
存
生
の
あ
ひ
だ
は
秘
し
て
他
見
に
及
べ
か
ら
ず
。
死
後
の
流
行
は
何
事
か
あ
ら
ん
や
云
云
」
と
。
又
勢
房
へ
も
授
け
た
ま
ふ
こ
と
、『
語
燈
録
』
に
見
へ
た
り
。
其
〔
の
〕
他
の
流
派
に
於
て
も
各
其
〔
の
〕
派
祖
に
傳
へ
た
ま
ふ
と
唱
ふ
れ
ど
も
正
史
に
載
せ
ざ
る
所
な
り
。
（
四
）
流
派
古
來
大
師
門
下
に
四
流
、
記
主
門
下
に
六
派
あ
り
。
又
、
西
山
門
下
に
も
四
流
あ
り
と
云
〔
ふ
〕。
左
に
圖
示
す
。
十
八
巻
伝
』
に
依
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
建
久
九
年
よ
り
七
年
後
、
元
久
元
年
〔
一
二
〇
四
〕
三
月
十
四
日
、
小
松
殿
に
お
い
て
〔
法
然
上
人
は
〕
隆
寛
律
師
に
〔『
選
択
集
』
を
〕
授
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
の
法
然
上
人
の
お
言
葉
に
、
『
四
十
八
巻
伝
』
四
十
四
、「
は
や
く
書
写
し
て
読
み
な
さ
い
。
も
し
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、〔
私
に
〕
質
問
し
な
さ
い
。〔
私
〕
源
空
が
生
き
て
い
る
間
は
秘
匿
し
て
他
の
人
に
見
せ
て
は
い
け
な
い
。〔
私
の
〕
死
後
の
流
行
に
つ
い
て
は
ど
う
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
云
云
」
12
）
と
あ
る
。
ま
た
勢
観
房
源
智
上
人
へ
も
〔『
選
択
集
』
を
〕
授
ら
れ
た
こ
と
が
、『
語
燈
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る13
）
。
そ
の
他
の
流
派
に
お
い
て
も
、
お
の
お
の
そ
の
派
祖
に
伝
え
ら
れ
た
と
主
張
す
る
が
『
四
十
八
巻
伝
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
（
四
）
流
派
古
来
、
法
然
上
人
の
門
下
に
四
つ
の
流
れ
が
あ
り
、
三
祖
記
主
良
忠
上
人
の
門
下
に
六
つ
の
派
が
あ
る
。
ま
た
、
西
山
証
空
上
人
の
門
下
に
も
四
つ
の
流
れ
が
あ
る
と
云
う
。
左
に
図
示
す
る
。
△
法
然
門
下
四
流
鎮
西
聖
光
※
西
山14
）
善
慧15
）
ま
た
は
小
坂16
）
義
と
云
う
。〔
念
仏
以
外
の
諸
行
に
よ
る
往
生
を
認
め
な
い
〕
※
※
諸
行
不
生
の
教
義
を
立
て
る
長
楽
寺17
）
隆
寛18
）
ま
た
は
多
念
義
と
云
う
九
品
寺19
）
覚
明20
）
ま
た
は
諸
行
本
願
義
と
云
う
三
三
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
大
師
門
下
四
流
の
略
義
は
、
中
古
何
人
の
作
と
云
〔
ふ
〕
こ
と
を
詳
に
せ
ざ
れ
ど
も
、
左
の
略
頌
あ
り
。
之
に
依
〔
り
〕
て
其
〔
の
〕
一
班
を
知
る
べ
し
。
※
△
良
忠
門
下
六
派
白
旗
寂
慧21
）
ま
た
は
坂
下
と
云
う
名
越22
）
尊
観23
）
ま
た
は
善
導
寺24
）
と
云
う
関
東
三
派
藤
田
性
真25
）
ま
た
は
水
沼
と
云
う
三
條
道
光26
）
ま
た
は
蓮
華
堂
と
云
う
一
條
礼
阿27
）
ま
た
は
西
谷
と
云
う
京
都
三
派
小
幡
慈
心28
）
※
※
△
証
空
門
下
四
流
西
谷
浄
音29
）
深
草
円
空30
）
東
山
証
入31
）
嵯
峨
道
観32
）
法
然
上
人
門
下
四
流
の
教
説
の
概
要
は
、
中
古
よ
り
何
人
の
作
か
は
詳
し
く
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
左
の
簡
略
に
表
し
た
詩
節
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
分
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
四
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
鎮
西
念
佛
本
願
聖
光
房
諸
行ハ
攝
機
生ニ
報
土
念
佛
は
本
願
な
り
。
諸
行
は
非
本
願
な
り
。
然
れ
ど
も
諸
行
も
亦
十
九
、
二
十
攝
機
の
願
に
乗
じ
て
九
品
の
報
土
に
生
ず
。
西
山
諸
行
不
生
善
慧
房
念
佛ニ
任
持セラレテ
生
報
土
諸
行
は
非
本
願
な
る
が
ゆ
え
に
全
く
往
生
せ
ず
。
然
れ
ど
も
念
佛
に
任
持
せ
ら
れ
て
報
土
に
生
ず
。
諸
行
獨
立
し
て
往
生
せ
ず
。（
三
左
）
長
寺
無
明
除
隆
寛
房
諸
行ハ
邊
地
名ハ
報
往
生
の
業
、
平
生
に
成
ぜ
ず
。
臨
終
に
佛
力
に
依
り
て
無
明
を
除
し
て
往
生
す
。
但
し
諸
行
は
非
本
願
な
る
が
故
に
邉
地
に
生
ず
。
邉
地
と
は
九
品
な
り
。
又
念
佛
は
本
願
な
る
が
故
に
九
品
の
外
の
報
土
に
生
ず
。
九
品
寺
諸
行
本
願
覺
明
房
勝
劣
二
願
同ク
報
土
念
佛
諸
行
、
皆
本
願
な
り
。
謂
く
、
第
十
八
は
念
佛
の
願
、
十
九
、
二
十
は
諸
行
の
願
な
り
。
但
し
念
佛
は
勝
れ
、
諸
行
は
劣
な
り
。
勝
劣
異
れ
ど
も
皆
九
品
の
報
土
に
生
ず
。
此
〔
の
〕
四
家
の
外
、
自
流
の
新
義
を
立
〔
つ
〕
る
者
多
し
。
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、『
浄
土
源
流
章
』
等
を
見
る
べ
し
。
但
し
覺
明
の
一
義
を
加
へ
て
四
流
と
す
る
こ
と
は
古
來
の
説
良
榮
十
六
疑
問
答
見
鎮
西
「
念
仏
本
願
聖
光
房
諸
行
は
摂
機
報
土
に
生
ず
」
念
仏
は
〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
本
願
で
あ
る
。
諸
行
は
本
願
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
諸
行
も
ま
た
、
第
十
九
・
第
二
十
の
人
々
を
も
れ
な
く
救
い
取
る
願
（
摂
機
の
願
）
に
乗
じ
て
〔『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
〕
九
品
の
報
土
に
往
生
す
る33
）
。
西
山
「
諸
行
不
生
善
慧
房
念
仏
に
任
持
せ
ら
れ
て
報
土
に
生
ず
」
〔
念
仏
以
外
の
〕
諸
行
は
本
願
で
は
な
い
の
で
全
く
往
生
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
念
仏
に
支
え
ら
れ
て
報
土
に
生
れ
る
。
諸
行
は
単
独
で
は
往
生
で
き
な
い
。
長
楽
寺
「
無
明
断
除
隆
寛
房
諸
行
は
辺
地
称
名
は
報
」
往
生
の
た
め
の
修
行
は
平
生
に
は
成
就
し
な
い
。
臨
終
に
阿
弥
陀
仏
の
力
に
よ
っ
て
無
明
を
断
ち
切
っ
て
往
生
す
る
。
但
し
〔
念
仏
以
外
の
〕
諸
行
は
本
願
で
な
い
か
ら
浄
土
の
片
隅34
）
に
生
ま
れ
る
。
そ
の
浄
土
の
片
隅
と
は
〔『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
〕
九
品
の
浄
土
で
あ
る
。
ま
た
念
仏
は
本
願
で
あ
る
か
ら
九
品
と
は
別
の
報
土
に
生
ま
れ
る
。
九
品
寺
「
諸
行
本
願
覚
明
房
勝
劣
二
願
同
〔
じ
〕
く
報
土
」
念
仏
も
諸
行
も
み
な
本
願
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
十
八
は
念
仏
〔
往
生
〕
の
願
で
あ
り
、
十
九
、
二
十
は
諸
行
〔
往
生
〕
の
願
で
あ
る
。
た
だ
し
念
仏
は
勝
れ
、
諸
行
は
劣
っ
て
い
る
。
勝
劣
の
異
り
は
あ
る
が
、
す
べ
て
九
品
の
報
土
に
生
ま
れ
る
。
こ
の
四
家
の
ほ
か
に
、
自
分
の
流
派
と
し
て
新
し
い
教
義
を
立
て
る
者
は
多
い
。
知
り
た
い
な
ら
ば
、『
浄
土
法
門
源
流
章35
）
』等
を
見
よ
。
但
し
覚
明
房
の
諸
行
本
願
義
を
加
え
て
四
つ
の
流
派
と
す
る
こ
と
は
、
古
来
の
説
良
栄36
）
『
十
六
疑
問
答
見
聞37
）
』
で
は
あ
る
が
、
覚
明
房
は
法
三
五
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
聞
な
れ
ど
も
覺
明
は
大
師
滅
後
に
出
雲
路
の
住
心
房
に
從
て
諸
行
本
願
の
義
を
立
て
し
な
り
勅
傳
四
十
八
。
元
祖
の
門
下
に
あ
ら
ず
。
但
〔
し
〕
記
主
禪
師
は
西
山
等
の
所
立
と
同
〔
じ
〕
く
彼
の
立
義
を
對
破
し
た
ま
ふ
故
に
、
四
流
の
一
と
せ
し
な
る
べ
し
。
更
に
詳
〔
か
に
〕
せ
よ
。
（
五
）
大
猷
末
三
十
三
右
に
云
〔
く
〕、
計
み
れ
ば
（
也
）
夫
、
速
〔
か
〕
に
生
死
を
離
れ
ん
と
欲
〔
せ
〕
ば
、
二
種
の
勝
法
の
中
に
は
且
く
聖
道
を
閣
〔
い
〕
て
選
〔
ん
〕
て
浄
土
門
に
入
り
、
浄
土
門
に
入
ら
ん
と
欲
〔
せ
〕
ば
、
正
二
行
の
中
に
は
且
く
（
四
右
）
諸
の
行
を
抛
〔
ち
〕
て
選
〔
ん
〕
て
應
〔
に
〕
正
行
に
す
べ
（
應：
再
読
）
し
。
正
行
を
（
於
）
修
せ
ん
と
欲
〔
せ
〕
ば
正
・
助
二
業
の
中
に
は
、
猶
を
助
業
を
（
於
）
傍
〔
ら
〕
に
し
、
選
〔
ん
〕
で
應
〔
に
〕
正
定
を
專
〔
ら
〕
に
す
べ
（
應：
再
読
）
し
。
正
定
の
（
之
）
業
と
は
（
者
）、
即
〔
ち
〕
是
れ
佛
名
を
す
る
な
り
。
名
を
す
れ
ば
必
ず
生
ず
る
こ
と
を
得
。
佛
の
本
願
に
依
る
が
故
に
」
と
。『
鈔
』
五
五
八
に
此
〔
の
〕
文
を
釋
し
て
云
く
、「
此
〔
の
〕
十
六
句
は
集
の
大
意
な
り
（
也
）」
と
。
委
〔
し
〕
く
は
本
文
に
就
て
辨
ず
べ
し
。
（
六
）
信
毀
承
安
五
年
大
師
浄
土
門
を
開
立
し
玉
ふ
や
、
貴
賤
同
じ
く
念
佛
に
し
、
都
鄙
普
く
教
益
を
蒙
る
。
而
し
て
諸
宗
の
碩
徳
高
僧
、
率
（
を
を
む
）
ね
念
佛
を
信
ぜ
ざ
る
無
し
。
然
る
に
栂トガ
尾ノオ
然
上
人
滅
後
に
出
雲
路
の
住
心
房
覚
38
）
の
教
え
に
よ
っ
て
諸
行
本
願
の
教
義
を
立
て
た
の
で
あ
る
『
法
然
上
人
行
状
画
図
』
四
十
八
巻
。
法
然
上
人
の
門
下
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し
三
祖
記
主
良
忠
上
人
は
西
山
証
空
等
の
立
て
た
教
義
と
同
様
、
覚
明
の
立
て
た
教
義
を
批
判
さ
れ
た
の
で
、
四
つ
の
流
派
の
一
つ
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
詳
し
く
調
べ
よ
。
（
五
）
大
要
『
選
択
集
』
の
末
三
十
三
右39
）
に
云
う
。「
よ
く
よ
く
思
案
す
れ
ば
、
す
み
や
か
に
迷
い
の
世
界
で
あ
る
生
死
を
離
れ
た
い
と
願
う
な
ら
ば
、
二
種
の
す
ぐ
れ
た
法
門
の
中
で
、
ま
ず
は
聖
道
門
は
さ
し
お
い
て
（
入
る
こ
と
な
く
）、
浄
土
門
を
選
ん
で
そ
れ
に
入
れ
。
浄
土
門
に
入
ろ
う
と
願
う
な
ら
ば
、
正
行
と
雑
行
の
二
行
の
中
で
、
ま
ず
は
さ
ま
ざ
ま
な
雑
行
を
な
げ
う
っ
て
、
正
行
を
選
ん
で
そ
れ
に
帰
入
せ
よ
。
正
行
を
行
お
う
と
願
う
な
ら
ば
、
正
定
業
と
助
業
の
中
で
、
な
お
も
助
業
を
わ
き
に
お
い
て
、
正
定
業
を
選
ん
で
そ
れ
を
ひ
た
す
ら
行
え
。
正
定
業
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
阿
弥
陀
仏
の
名
を
称
え
る
こ
と
で
あ
る
。
名
を
称
え
れ
ば
、
必
ず
往
生
で
き
る
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
も
と
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
。『
決
疑
鈔
』
五
五
八40
）
に
こ
の
文
を
解
釈
し
て
「
こ
の
十
六
句
は
『
選
択
集
』
の
大
意
で
あ
る
」
と
云
う
。
詳
し
く
は
本
文
で
説
明
し
よ
う
。
（
六
）
信
受
と
誹
謗
承
安
五
年
〔
一
一
七
五
〕、
法
然
上
人
が
浄
土
宗
を
開
宗
さ
れ
る
と
、
身
分
の
高
い
人
も
低
い
人
も
同
じ
よ
う
に
念
仏
に
帰
依
し
、
都
も
地
方
も
余
す
と
こ
ろ
な
く
教
え
の
利
益
を
蒙
っ
た
。
三
六
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
の
明
惠
上
人
の
如
き
は
此
〔
の
〕
集
を
披
閲
し
て
頗
る
偏
執
な
り
と
し
、『
摧
邪
輪
』
を
作
〔
り
〕
て
盛
〔
ん
〕
に
之
を
破
斥
せ
り
。
又
、
三
井
の
公
胤
僧
正
も
、『
浄
土
決
疑
鈔
』
三
を
著
し
て
痛
く
之
を
破
し
、
並ナミ
榎エ
の
竪リッ
者シャ
定
照
も
亦
、『
選
』
を
製
し
て
此
〔
の
〕
集
を
難
破
せ
り
。
中
に
於
て
公
胤
僧
正
は
、
後
に
頗
る
悔
悟
す
る
所
あ
り
。
著
は
す
所
の
『
決
疑
鈔
』
を
焚
き
、
尚
ほ
罪
障
の
滅
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
、
大
師
七
七
日
の
佛
事
に
導
師
た
ら
ん
こ
と
を
懇
請
し
、
遂
に
廟
前
に
詣
〔
で
〕（
四
左
）
て
誹
謗
の
罪
を
懺
謝
せ
り
と
云
〔
ふ
〕。
是
れ
信
毀
の
大
略
な
り
。
案
ず
る
に
此
〔
の
〕
集
に
向
〔
つ
〕
て
適
々
攻
撃
を
試
〔
み
〕
る
が
如
き
は
、
偏
に
是
れ
聖
道
の
學
見
に
拘
泥
し
、
未
だ
他
力
難
思
の
密
意
を
識
ら
ざ
る
の
致
す
所
な
り
。
之
を
し
も
偏
執
と
曰
は
ず
ん
ば
、
孰
れ
を
か
偏
執
と
曰
は
ん
。
謗
法
の
罪
、
是
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
愼
ま
ざ
る
可
け
ん
や
。
（
七
）
異
本
此
〔
の
〕
集
凡
そ
四
本
あ
り
。
一
に
は
稿
本
。
首
章
に
三
經
の
説
時
を
論
ず
る
者
、
是
な
り
（
也
）。
二
に
は
（
さ
ん
）
本
。
初
め
月
輪
禪
閤
に
呈
し
、
及
び
鎭
西
辨
師
に
授
く
る
者
、
是
な
り
（
也
）。
三
に
は
正
本
。
漸
漸
に
脩
飾
を
加
へ
、
建
暦
元
年
十
一
月
、
平
基
親
序
文
を
付
し
、
翌
年
印
行
す
。
世
に
建
暦
本
と
す
る
者
、
是
な
り
（
也
）
即
ち
現
流
の
本
な
り
。
四
に
は
廣
本
。
門
人
其
〔
の
〕
文
を
増
證
す
る
者
、
是
な
り
（
也
）。
記
主
の
在
世
ま
で
は
此
〔
の
〕
本
傳
は
り
し
と
見
へ
た
（ママ）
り
。
而
し
て
第
一
・
第
そ
し
て
諸
宗
の
碩
徳
高
僧
も
、
お
お
む
ね
念
仏
を
信
じ
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
栂トガノ尾オ
の
明
恵
上
人41
）
は
こ
の
『
選
択
集
』
を
開
き
見
て
、「
非
常
に
偏
っ
た
見
解
で
あ
る
」
と
し
、『
摧
邪
輪
』
を
著
し
て
『
選
択
集
』
を
強
く
批
判
し
た
。
ま
た
、
三
井
の
公
胤
僧
正42
）
も
、『
浄
土
決
疑
鈔
』
三
巻
を
著
し
て
痛
烈
に
『
選
択
集
』
を
批
判
し
、
並
榎
（
な
み
え
）
の
竪
者
（
り
っ
し
ゃ
）
定
照43
）
も
ま
た
、『
弾
選
択
』
を
製
作
し
て
『
選
択
集
』
を
非
難
し
た
。
こ
の
う
ち
公
胤
僧
正
は
、
後
に
大
変
悔
い
改
め
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
著
し
た
『
決
疑
鈔
』
を
焼
き
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
お
罪
障
は
消
え
な
い
こ
と
を
恐
れ
て
、
法
然
上
人
の
七
七
日
の
仏
事
に
導
師
を
勤
め
た
い
と
懇
請
し
、
廟
前
に
詣
で
て
、
誹
謗
の
罪
を
懺
悔
し
詫
び
た
と
云
う
。
こ
れ
が
信
受
と
誹
謗
の
大
略
で
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
『
選
択
集
』
に
向
っ
て
、
時
と
し
て
攻
撃
を
試
み
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
偏
に
聖
道
門
の
学
問
の
見
解
に
こ
だ
わ
り
、
い
ま
だ
他
力
の
計
り
が
た
い
仏
の
本
意
を
知
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
偏
執
と
云
わ
な
い
な
ら
ば
、
何
を
偏
執
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
謗
法
の
罪
で
、
こ
れ
よ
り
大
き
い
も
の
は
な
い
。
慎
ま
ず
に
い
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
（
七
）
異
本
『
選
択
集
』
に
は
四
つ
の
異
本
が
あ
る
。
第
一
に
は
「
稿
本
」。
最
初
の
章
に
浄
土
三
部
経
が
説
か
れ
た
時
を
論
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る44
）
。
第
二
に
は
「
本
」。
初
め
九
条
兼
実
公
に
献
上
し
、
二
祖
聖
光
上
人
に
授
け
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
は
「
正
本
」。
次
第
に
修
正
補
塡
を
施
し
て
、
建
暦
元
年
〔
一
二
一
一
〕
十
一
月
平
基
親
が
序
文
を
付
し
て
、
翌
年
刊
行
し
た
。
一
般
に
建
暦
本
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
現
在
流
布
し
て
い
る
本
で
あ
る
。
第
四
に
は
「
廣
本
」。
門
下
の
人
に
よ
っ
て
（『
選
択
集
』
の
）
文
を
増
広
し
明
ら
か
に
し
た
も
三
七
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
四
は
世
に
流
行
せ
ず
。
現
に
流
布
す
る
は
第
二
と
第
三
と
な
り
。
就
（
五
右
）
中
（
な
か
ん
づ
く
）
第
二
は
鎭
西
相
傳
の
本
に
し
て
記
主
亦
、
此
〔
の
〕
本
に
依
〔
り
〕
て
『
決
疑
鈔
』
を
製
し
た
ま
へ
り
。
然
れ
ど
も
ま
ま
字
句
の
完
備
せ
ざ
る
あ
り
。
之
を
正
す
に
至
〔
り
〕
て
は
專
ら
第
三
建
暦
本
を
以
て
證
と
爲
し
た
ま
へ
り
。
但
〔
し
〕
是
れ
相
傳
を
重
ん
じ
て
第
二
の
本
に
依
る
の
み
。
是
れ
に
由
〔
り
〕
て
古
來
專
ら
建
暦
本
を
以
て
依
憑
と
す
。
宜
な
る
哉
、
其
〔
の
〕
正
本
と
す
る
こ
と
。
（
八
）
末
書
此
〔
の
〕
集
解
釋
の
書
類
、
枚
に
遑
あ
ら
ず
。
中
に
就
て
其
〔
の
〕
最
も
依
憑
と
す
べ
き
者
を
示
さ
ば
、『
徹
選
集
』
二
鎭
西
。
之
に
三
箇
の
末
書
あ
り
。『
鈔
』
二
記
主
、『
口
傳
抄
』
二
酉
譽
、『
拾
遺
徹
』
二
酉
譽
。
又
、
『
決
疑
鈔
』
五
記
主
。
之
に
四
種
の
末
書
あ
り
。『
裏
書
』
二
記
主
、『
見
聞
』
五
白
旗
、
又
、
坂
下
見
聞
と
云
、『
直
牒
』
十
了
譽
、『
見
聞
』
十
良
榮
、
世
に
大
澤
見
聞
と
云
ふ
。
或
曰
、
藤
田
持
阿
の
説
、
良
榮
之
を
増
補
す
と
。
又
、『
大
綱
鈔
』
三
望
西
、『
選
之
傳
』
一
袋
中
等
數
部
あ
り
。
予
が
今
講
述
す
る
所
は
專
ら
（
五
左
）『
徹
選
』『
決
疑
鈔
』
及
〔
び
〕『
直
牒
』
に
據
り
、
宗
意
の
精
要
を
陳
ぶ
る
に
至
〔
り
〕
て
は
、
廣
く
報
夢
五
十
餘
帖
の
定
判
を
守
り
、
傍
ら
古
賢
先
哲
の
指
南
に
從
ひ
、
往
々
愚
見
を
加
へ
、
偏
に
初
學
に
便
す
る
の
み
。
且
つ
異
の
で
あ
る
。
三
祖
良
忠
上
人
の
在
世
ま
で
は
こ
の
本
は
伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
稿
本
と
廣
本
は
世
に
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
現
に
流
布
し
て
い
る
の
は
本
と
正
本
で
あ
る
。
と
り
わ
け
「
本
」
は
鎮
西
聖
光
上
人
相
伝
の
本
で
あ
り
、
三
祖
良
忠
上
人
も
ま
た
、
此
本
に
よ
っ
て
『
決
疑
鈔
』
を
撰
述
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
と
き
お
り
字
句
が
完
備
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
を
修
正
す
る
と
き
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
正
本
の
建
暦
本
を
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
〔
三
祖
上
人
が
『
決
疑
鈔
』
撰
述
に
当
た
っ
て
本
に
依
拠
し
て
い
る
の
は
〕
相
伝
を
重
ん
じ
る
と
い
う
意
味
か
ら
第
二
の
本
（
本
）
に
依
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
古
来
主
と
し
て
建
暦
本
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
建
暦
本
を
正
本
と
呼
ぶ
の
は
、
誠
に
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
（
八
）
注
釈
書
こ
〔
の
〕
集
を
解
釈
し
た
書
物
を
す
べ
て
挙
げ
る
余
裕
は
な
い
。
そ
の
中
で
最
も
拠
り
所
と
す
べ
き
も
の
を
示
せ
ば
、
二
祖
聖
光
上
人
の
『
徹
選
択
本
願
念
仏
集
』
二
巻45
）
で
あ
り
。
こ
れ
に
三
つ
の
注
釈
書
が
あ
る
。『
徹
選
択
鈔
』
二
巻46
）
三
祖
良
忠
、『
徹
選
択
本
末
口
伝
抄
』
二
巻47
）
酉
誉
、『
教
相
切
紙
拾
遺
徹
』
二
巻48
）
酉
誉
で
あ
る
。
ま
た
、
三
祖
良
忠
上
人
の
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
五
巻4
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
四
種
の
注
釈
書
が
あ
る
。『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
裏
書
』
二
巻50
）
三
祖
良
忠
、『
決
疑
鈔
見
聞
』
五
巻51
）
白
旗
〔
見
聞
〕、
ま
た
は
、
坂
下
見
聞
と
云
う
、『
決
疑
鈔
直
牒
』
十
巻52
）
了
誉
聖
冏
、『
選
択
決
疑
抄
見
聞
』
十
巻53
）
良
栄
、
一
般
に
大
沢
見
聞54
）
と
呼
ば
れ
る
。
或
い
は
、
藤
田
持
阿55
）
の
説
を
、
良
栄
が
増
補
し
た
と
さ
れ
て
い
る
で
あ
る
。
ま
た
、『
選
択
大
綱
鈔
』
三
巻56
）
望
西
楼
道
光57
）
、『
選
択
之
伝
』
一
巻58
）
袋
中
等
数
部
が
あ
る
。
私
が
こ
れ
か
ら
講
述
す
る
所
は
も
っ
ぱ
ら
『
徹
選
択
集
』『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
及
び
『
決
疑
鈔
直
牒
』
に
依
り
、
宗
意
の
精
要
を
述
べ
る
に
際
し
て
は
、
広
く
三
祖
良
忠
上
人59
）
の
判
定
（
報
夢
五
十
余
帖
の
定
判
）
を
守
り
、
傍
ら
古
賢
先
哲
の
指
南
に
従
っ
て
、
と
き
お
り
三
八
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
註１
）
本
書
は
再
版
さ
れ
て
お
り
、
複
数
の
版
が
存
在
す
る
。
「
全
四
冊
」
を
「
全
三
冊
」、「
諸
宗
佛
書
店
」
を
「
浄
土
宗
御
用
所
」、「
東
京
市
京
橋
區
南
傳
馬
町
壱
丁
目
」
の
住
所
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
、「
大
村
屋
宇
田
總
兵
衛
」
の
下
に
「
版
」
を
付
す
る
、「
鴻
盟
社
今
村
金
次
郎
梓
」
を
削
除
す
る
版
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
２
）
経
を
三
段
に
分
け
る
分
け
方
。
経
の
大
意
・
題
名
の
意
味
・
文
意
の
解
釈
の
三
つ
。
聖
徳
太
子
作
と
伝
え
ら
れ
る
『
三
経
義
疏
』
は
、
い
ず
れ
も
経
を
三
段
に
分
け
て
解
釈
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
三
段
は
序
説
・
正
説
・
流
通
で
あ
る
。
３
）
「
心
腑
に
お
さ
め
が
た
し
」：
『
講
義
』
原
本
は
「
心
腑
に
お
さ
め
が
た
く
」。
『
浄
土
宗
聖
典
』
で
は
、「
心
に
お
さ
め
か
た
し
」。
４
）
『
法
然
上
人
行
状
画
図
』（『
浄
土
宗
聖
典
』
第
六
巻
一
二
一
頁
）
５
）
聖
冏
『
決
疑
鈔
直
牒
』（『
浄
全
』
第
七
巻
五
四
七
頁
上
）
６
）
『
法
然
上
人
行
状
画
図
』（『
浄
土
宗
聖
典
』
第
六
巻
一
二
二
頁
）
7
）
浄
土
宗
二
祖
（
一
一
六
二
〜
一
二
三
八
）
8
）
『
法
然
上
人
行
状
画
図
』
『
浄
土
宗
聖
典
』
第
六
巻
七
一
三
頁
）
9
）
聖
冏
『
決
疑
鈔
直
牒
』（『
浄
全
』
第
七
巻
四
五
八
頁
上
）
10
）
持
阿
『
選
択
決
疑
鈔
見
聞
』（『
浄
全
』
七
巻
六
四
四
頁
下
）
11
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』『
浄
全
』
第
七
巻
三
四
七
頁
12
）
『
法
然
上
人
行
状
画
図
』（『
浄
土
宗
聖
典
』
第
六
巻
六
七
二
頁
）
13
）
了
恵
『
拾
遺
漢
語
燈
録
』
所
収
・
源
智
『
浄
土
随
聞
記
』（『
浄
全
』
第
九
巻
四
六
二
頁
下
）
14
）
西
山
流：
法
然
上
人
門
下
四
流
の
一
つ
。
法
然
の
門
弟
善
慧
房
証
空
を
流
祖
と
す
る
。
小
坂
義
、
弘
願
義
と
い
も
い
わ
れ
た
。
15
）
善
慧：
証
空
一
一
七
七
〜
一
二
四
七
（
治
承
一
〜
宝
治
一
）。
善
慧
房
。
西
山
派
の
開
祖
。
16
）
小コ
坂ザカ：
京
都
市
東
山
区
綾
小
路
東
端
。
西
山
派
証
空
が
、
こ
の
地
に
住
し
て
教
え
を
ひ
ろ
め
た
。
17
）
長
楽
寺：
京
都
市
東
山
区
八
坂
鳥
居
前
東
入
円
山
町
。
黄
台
山
（
も
と
東
山
）
時
宗
。
最
澄
の
開
創
、
も
と
延
暦
寺
の
別
院
、
そ
の
地
が
唐
の
長
楽
精
舎
に
似
て
い
る
の
で
長
楽
寺
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
18
）
隆
寛：
一
一
四
八
〜
一
二
二
七
（
久
安
四
〜
安
貞
一
）
長
楽
寺
流
の
祖
。
多
念
義
を
唱
え
た
。
19
）
京
都
市
南
区
東
九
条
上
御
霊
町
（
山
城
国
紀
伊
郡
）。
来
迎
山
。
も
と
成
菩
提
院
と
称
し
鳥
羽
上
皇
の
勅
願
寺
。
一
四
七
〇
年
（
文
明
二
）
現
地
に
移
転
。
九
品
寺
流
（
諸
行
本
願
義
）
派
祖
長
西
が
住
す
る
に
お
よ
び
九
品
寺
と
改
称
。
20
）
覚
明：
長
西
一
一
八
四
〜
一
二
六
六
（
元
暦
一
〜
文
永
三
）
覺
明
房
と
い
う
。
九
品
寺
流
祖
。
諸
行
本
願
義
を
唱
え
た
。
21
）
良
暁
（
一
二
五
一
〜
一
三
二
八
（
建
長
三
〜
嘉
暦
三
））
22
）
名
越
流：
三
祖
良
忠
門
下
六
派
の
ひ
と
つ
。
山
崎
専
称
寺
（
福
島
県
い
わ
き
市
）
を
中
心
と
し
、
白
旗
派
と
対
抗
し
て
、
東
北
地
方
に
発
展
し
た
鎮
西
派
の
一
派
。
普
通
は
名
越
派
と
い
い
、
善
導
寺
義
と
も
い
う
。
派
祖
は
尊
観
。
23
）
尊
観：
一
二
三
九
〜
一
三
一
六
（
延
応
一
〜
正
和
五
）
字
は
良
弁
。
名
越
派
派
祖
。
良
忠
の
教
え
を
つ
い
で
浄
土
宗
を
ひ
ろ
め
、
東
北
地
方
に
お
け
る
浄
土
宗
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
。
24
）
善
導
寺：
『
講
義
』
原
本
は
「
善
道
寺
」
と
な
っ
て
い
る
。「
善
導
寺
」
に
改
論
多
岐
に
渉
る
が
如
き
は
務
め
て
其
〔
の
〕
正
義
を
げ
、
以
て
迷
ひ
無
か
ら
ん
こ
と
を
庶
幾
す
。（
六
右
）
愚
見
を
加
え
、
ひ
た
す
ら
初
学
の
者
に
役
立
て
て
も
ら
え
る
こ
と
に
の
み
心
掛
け
た
。
ま
た
異
論
が
多
岐
に
渉
る
と
き
に
は
、
で
き
る
だ
け
、
そ
の
正
義
を
挙
げ
る
よ
う
努
め
た
の
で
、〔
読
者
が
〕
迷
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
願
う
も
の
で
あ
る
。
三
九
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
め
る
。
25
）
性
真：
性
心
十
三
世
紀
後
半
の
人
。
生
没
不
明
。
性
真
と
も
い
う
。
良
忠
門
下
の
高
足
で
藤
田
派
の
祖
。
26
）
道
光
（
一
二
四
三
〜
一
三
三
〇
）（
寛
元
一
〜
元
徳
二
）
字
は
了
慧
・
望
西
楼
・
蓮
華
堂
。
諡
号
は
広
済
和
尚
と
い
う
。
三
条
派
の
派
祖
。
27
）
礼
阿：
然
空
〜
一
二
九
七
（
〜
永
仁
五
）。
一
条
派
の
祖
。
十
三
世
紀
末
、
浄
土
教
の
混
乱
し
て
い
た
京
都
に
鎮
西
流
を
定
着
さ
せ
、
発
展
へ
の
下
地
を
つ
く
っ
た
人
。
礼
阿
・
法
光
明
院
と
も
い
う
。
28
）
慈
心：
良
空
〜
一
二
九
七
（
〜
永
仁
五
）。
生
国
・
出
自
は
不
明
。
慈
心
と
い
う
。
木
幡
派
の
派
祖
。
29
）
浄
音
は
洛
西
仁
和
寺
西ニシ
谷ダニ
に
住
し
て
西セイ
谷コク
流
を
開
い
た
。
30
）
立
信
（
円
空
）
は
洛
南
深
草
の
真シン
宗ジュ
院
に
住
し
て
、
深
草
流
を
開
い
た
。
31
）
観
鏡
（
証
入
）
は
京
都
東
山
宮ミヤ
辻ツジ
子コ
阿
弥
陀
院
に
住
し
て
東トウ
山ザン
流
を
開
い
た
。
32
）
証
慧
（
道
観
）
は
嵯
峨
浄
金
剛
院
に
住
し
て
、
嵯
峨
流
を
開
い
た
。
33
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
二
「
二
諸
行
機
乘
攝
機
願
成
業
往
生
」『
浄
全
』
第
七
巻
二
三
四
頁
34
）
辺
地
往
生：
仏
智
を
疑
う
た
め
に
浄
土
の
仏
前
に
往
生
で
き
な
い
で
、
長
い
間
仏
を
見
、
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
辺
地
に
譬
え
て
い
う
。
35
）
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
一
巻
（『
浄
全
』
第
十
五
巻
所
収
）
凝
然
撰
。
一
一
三
三
（
応
長
元
）
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
三
国
に
わ
た
る
浄
土
門
の
相
承
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
法
然
上
人
門
下
の
諸
流
派
の
大
要
を
述
べ
た
も
の
。
36
）
良
栄：
理
本
〜
一
四
二
三
（
〜
応
永
三
〇
）。
名
越
派
の
基
礎
を
築
い
た
学
僧
。
業
は
高
蓮
社
良
栄
。
理
本
は
聖
冏
と
も
親
交
を
持
っ
た
た
め
に
白
旗
流
儀
に
も
通
じ
、
ま
た
藤
田
流
儀
に
も
精
通
し
て
い
た
。
37
）
良
栄
『
十
六
箇
条
疑
問
答
見
聞
』（『
続
浄
全
』
第
一
〇
巻
五
頁
上
）
38
）
覚
：
一
一
五
八
〜
一
二
三
三
（
保
元
三
〜
天
福
一
）。
住
心
、
出
阿
と
い
い
、
ま
た
出
雲
路
上
人
と
呼
ん
だ
。
天
台
宗
。
京
都
の
人
。
諸
行
本
願
義
を
唱
導
し
た
。
39
）
法
然
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（『
浄
全
』
第
七
巻
七
〇
頁
）
40
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
第
七
巻
三
四
三
頁
下
）
41
）
明
恵：
高
弁
一
一
七
三
〜
一
二
三
一
（
承
安
三
〜
寛
喜
四
）
明
恵
。
法
然
上
人
の
選
択
本
願
念
仏
を
非
難
し
た
華
厳
宗
の
僧
。『
摧
邪
輪
』
三
巻
を
著
し
て
、
法
然
の
『
選
択
集
』
を
破
斥
し
、
つ
い
て
『
摧
邪
輪
荘
厳
記
』
一
巻
を
著
し
、
重
ね
て
『
選
択
集
』
を
難
破
し
た
。（『
浄
土
宗
大
辞
典
』）
42
）
公
胤：
〜
一
二
一
六
（
建
保
四
）。
明
王
院
僧
正
と
よ
ぶ
。
は
じ
め
法
然
上
人
の
専
修
念
仏
に
反
駁
し
『
浄
土
決
疑
抄
』
三
巻
を
著
し
て
『
選
択
集
』
を
難
詰
し
た
。
の
ち
法
然
に
帰
依
し
、『
浄
土
決
疑
抄
』
を
自
ら
焼
い
て
、
前
非
を
悔
い
た
。
43
）
定
照：
十
三
世
紀
初
め
、
上
野
（
群
馬
県
）
の
人
。
天
台
宗
の
僧
。
並
榎
の
竪リッ
者シャ
と
い
う
。『
選
択
集
』
に
対
す
る
反
駁
書
『
選
択
』
を
撰
し
、
法
然
の
門
弟
隆
の
も
と
へ
送
っ
た
。
隆
は
定
照
の
考
え
は
誤
り
だ
と
し
て
『
顕
選
択
』
を
著
し
て
、
之
を
対
破
し
た
。
こ
れ
が
嘉
禄
の
法
難
の
端
緒
と
な
っ
た
。
44
）『
選
択
集
』
元
禄
版
の
義
山
の
跋
（『
浄
全
』
第
七
巻
七
六
頁
）
に
「
始
章
に
三
経
の
説
時
を
論
ず
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
草
稿
本
（
廬
山
寺
本
）
で
は
、
こ
れ
を
第
十
二
章
に
述
べ
て
あ
る
。
45
）
聖
光
『
徹
選
択
本
願
念
仏
集
』（『
浄
全
』
第
七
巻
七
七
〜
一
一
一
頁
）
46
）
良
忠
『
徹
選
択
抄
』（『
浄
全
』
第
七
巻
一
一
二
〜
一
二
三
頁
）
47
）
聖
聰
『
徹
選
択
本
末
口
伝
抄
』（『
浄
全
』
第
七
巻
一
二
四
〜
一
六
二
頁
）
48
）
聖
聰
『
教
相
切
紙
拾
遺
徹
』（『
浄
全
』
第
七
巻
一
六
三
〜
一
七
五
頁
）
49
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
第
七
巻
一
八
六
〜
三
四
九
頁
）
50
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
裏
書
』（『
浄
全
』
第
七
巻
三
五
〇
〜
三
七
八
頁
）
51
）
良
曉
『
決
疑
鈔
見
聞
』（『
浄
全
』
第
七
巻
三
七
九
〜
四
四
二
頁
）
52
）
聖
冏
『
決
疑
鈔
直
牒
』（『
浄
全
』
第
七
巻
四
四
三
〜
六
一
五
頁
）
53
）
持
阿
（
良
栄
増
補
）『
選
択
決
疑
鈔
見
聞
』（『
浄
全
』
第
七
巻
六
四
〇
〜
九
二
四
頁
）
54
）
浄
土
宗
名
越
派
良
栄
理
本
が
著
し
た
諸
見
聞
（
注
釈
書
類
）
の
総
称
。
そ
の
述
作
地
、
下
野
国
（
栃
木
県
）
大
沢
円
通
寺
の
地
名
に
ち
な
ん
で
「
大
沢
見
聞
」
と
い
う
。
ま
た
、
白
旗
派
寂
慧
良
曉
の
「
寂
慧
見
聞
」（『
坂
下
見
聞
』）
に
対
し
て
四
〇
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
「
良
栄
見
聞
」
と
い
い
、
略
し
て
「
栄
見
聞
」
と
も
い
わ
れ
る
。
内
容
に
は
、
『
伝
通
記
見
聞
』『
決
疑
鈔
見
聞
』『
東
宗
要
見
聞
』『
往
生
要
集
私
記
見
聞
』『
論
註
記
見
聞
』『
法
事
讃
私
記
見
聞
』『
往
生
礼
讃
私
記
見
聞
』『
観
念
法
門
私
記
見
聞
』『
般
舟
讃
私
記
見
聞
』『
安
楽
集
私
記
見
聞
』
な
ど
が
あ
る
。
55
）
持
阿：
良
心
（
〜
一
三
一
四
（
正
和
三
））。
字
は
持
阿
弥
陀
仏
。
持
阿
と
も
い
う
。
藤
田
派
性
心
の
後
継
者
。
浄
土
宗
義
に
関
す
る
多
く
の
注
釈
書
を
作
り
、
「
持
阿
見
聞
」
と
い
わ
れ
て
重
要
視
さ
れ
た
人
。
56
）
了
慧
『
選
択
大
綱
抄
』（『
浄
全
』
第
八
巻
一
〜
六
七
頁
）
57
）
注
26
）参
照
58
）
良
定
『
選
択
之
伝
』（『
浄
全
』
第
八
巻
六
八
〜
九
二
頁
）
59
）
報
夢
五
十
余
帖：
浄
土
宗
二
祖
弁
長
の
弟
子
三
祖
良
忠
の
著
し
た
著
書
の
総
称
。
分
類
し
て
示
す
と
（
一
）
宗
義
門
に
『
伝
通
記
』
十
五
巻
・『
決
疑
鈔
』
五
巻
・
『
徹
選
択
鈔
』
一
巻
・『
領
解
鈔
』
一
巻
・『
三
心
私
記
』
一
巻
・『
鎌
倉
宗
要
』
五
巻
（
以
上
、
解
義
血
脈
所
伝
）、『
決
答
鈔
』
二
巻
・『
法
事
讃
私
記
』
三
巻
・
『
往
生
礼
讃
私
記
』
二
巻
・『
観
念
法
門
私
記
』
二
巻
・『
般
舟
讃
私
記
』
一
巻
（
以
上
、
行
儀
血
脈
所
伝
）、（
二
）
宗
旨
門
に
、『
論
註
私
記
』
五
巻
・『
安
楽
集
私
記
』
二
巻
・『
要
集
私
記
』
八
巻
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
第
七
章
○
第
七
章
光
明
攝
取
【
講
義
】
當
章
の
來
由
を
明
〔
か
〕
さ
ば
、
前
章
に
特
留
念
佛
を
明
〔
か
〕
す
。
是
れ
代
の
益
な
り
。
已
に
代
の
益
を
知
ら
ば
、
攝
取
の
益
を
知
る
べ
し
。
故
に
前
章
に
次
〔
い
〕
で
光
明
攝
取
を
明
〔
か
〕
す
。
此
〔
の
〕
章
は
本
集
難
關
の
隨
一
に
し
て
、
且
つ
異
論
多
し
。
故
に
豫
め
其
〔
の
〕
梗
概
を
辨
ぜ
ん
。
（
一
）
大
綱
｜
今
章
の
大
意
は
、
彌
陀
如
來
の
心
光
攝
取
の
益
は
、
定
散
諸
行
の
者
に
、（
六
一
右
）
被
ら
ず
。
唯
だ
口
名
號
の
行
者
の
み
を
照
攝
す
る
こ
と
を
明
〔
か
〕
す
。
是
れ
即
ち
本
願
の
義
、
三
縁
の
義
あ
る
が
故
な
り
。
具
〔
さ
〕
に
は
私
釋
の
如
し
。
こ
の
〔
第
七
〕
章
が
こ
こ
〔
第
六
章
の
次
〕
に
置
か
れ
る
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
と
、
前
章
で
特
留
念
仏
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
こ
れ
は
は
る
か
未
来
の
利
益
で
あ
る
。
は
る
か
未
来
の
利
益
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
救
い
の
利
益
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
前
章
に
続
い
て
光
明
摂
取
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
こ
の
章
は
、
こ
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
で
難
解
な
章
の
中
の
一
つ
で
あ
り
、
か
つ
異
論
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
先
に
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
（
一
）
大
綱
｜
こ
の
章
の
大
意
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
心
光
に
よ
る
摂
取
の
利
益
は
、
定
善
散
善
の
諸
行
を
行
じ
る
者
に
は
お
よ
ば
ず
、
た
だ
口
称
念
仏
の
行
者
の
み
を
照
ら
し
救
い
と
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
摂
取
の
利
益
が
限
定
さ
れ
る
の
は
、
本
願
に
よ
る
理
由
、
三
縁
に
よ
る
理
由
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
著
者
で
あ
る
宗
祖
の
私
見
を
述
べ
る
部
分
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
四
一
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
（
二
）
色
心
二
光
｜
色
光
と
は
、
念
佛
・
諸
行
を
分
別
せ
ず
。
普
く
法
界
の
情
・
非
情
を
照
〔
ら
〕
す
を
色
光
と
云
〔
ふ
〕。「
光
明
遍
照
十
方
世
界
」
の
文
是
〔
れ
〕
な
り
。
心
光
と
は
、
此
〔
の
〕
色
光
を
離
れ
て
別
に
之
れ
有
る
に
非
ず
。
光
躰
は
、
是
れ
一
な
り
と
雖
も
、
佛
、
特
に
意
を
加
へ
て
念
佛
の
行
者
を
照
攝
し
た
ま
ふ
。
之
を
心
光
と
云
〔
ふ
〕。「
念
佛
衆
生
攝
取
不
捨
」
の
文
、
是
〔
れ
〕
な
り
。
然
る
に
彌
陀
の
光
明
、
別
し
て
念
佛
の
行
者
を
攝
護
す
る
こ
と
は
、
本
願
に
相
應
す
る
が
故
な
り
。
譬
へ
ば
暗
夜
に
物
を
捜
索
す
る
に
、
燈
は
一
切
の
物
を
照
〔
ら
〕
す
と
雖
も
、
意
は
唯
〔
だ
〕
所
用
の
物
を
照
〔
ら
〕
す
に
在
る
が
如
し
。
又
、
念
佛
衆
生
の
獨
り
攝
益
を
蒙
る
こ
と
、
譬
へ
ば
諸
草
の
中
に
葵
の
み
、
日
に
向
〔
き
〕
て
廻
る
が
如
し
。「
我
は
た
だ
佛
に
い
つ
か
葵
草
心
の
つ
ま
に
か
け
ぬ
日
そ
な
し
」
『
念
門
記
』
下
六
左
、『
見
聞
』
下
五
右
、『
鈔
』
四
十
七
右
、『
牒
』
八
四
左
等
参
看
又
、
佛
光
に
は
、
常
光
・
神
通
光
の
別
あ
り
。
常
光
は
、
常
に
照
〔
ら
〕
す
と
雖
も
、
而
も
一
尋
等
の
分
限
あ
り
て
、
徧
く
照
〔
ら
〕
す
こ
と
能
は
ず
。
神
通
光
は
、
徧
く
照
〔
ら
〕
す
と
雖
も
、
而
も
一
機
一
縁
に
被
〔
り
〕
て
常
に
照
ら
さ
ず
。
然
る
に
彌
陀
の
光
明
は
、
心
光
（
六
一
左
）
に
し
て
、
且
つ
常
光
な
り
。
常
光
と
雖
も
、
諸
佛
に
異
な
り
て
、
徧
く
十
方
の
念
佛
の
行
者
を
照
〔
ら
〕
す
。
是
れ
第
十
二
の
願
所
成
の
光
明
な
る
が
故
に
。
是
〔
れ
〕
に
由
〔
り
〕
て
『
大
經
』
に
は
「
諸
佛
の
光
明
も
及
ぶ
能
は
ざ
る
所
〔
な
り
〕」
と
云
〔
ふ
〕。
（
二
）
色
心
二
光
｜
色
光
と
は
、
念
仏
・
諸
行
を
区
別
せ
ず
、
こ
の
世
の
す
べ
て
の
心
の
あ
る
も
の
も
な
い
も
の
も
照
ら
す
光
を
色
光
と
云
う
。「
光
明
遍
照
十
方
世
界
」
の
文
は
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。
心
光
と
は
、
こ
の
色
光
と
別
に
こ
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
光
の
本
体
は
、
一
つ
で
あ
る
が
、
仏
は
特
に
意
を
注
い
で
念
仏
の
行
者
を
照
し
て
救
い
取
ら
れ
る
。
こ
れ
を
心
光
と
云
う
。「
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
」
の
文
は
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
が
、
特
別
に
念
仏
の
行
者
を
救
い
護
る
こ
と
は
、〔
念
仏
が
〕
本
願
の
意
に
か
な
う
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
暗
夜
に
捜
し
物
を
す
る
と
き
、
灯
火
は
す
べ
て
の
物
を
照
ら
す
が
、
気
持
ち
と
し
て
は
、
た
だ
捜
し
て
い
る
物
だ
け
を
照
ら
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
念
仏
衆
生
だ
け
が
救
い
の
利
益
を
蒙
る
こ
と
は
、
例
え
ば
、
草
々
の
中
で
葵
だ
け
が
、
日
に
向
か
っ
て
廻
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
我
は
た
だ
仏
に
い
つ
か
葵
草
心
の
つ
ま
に
か
け
ぬ
日
ぞ
な
し
」
〔
良
忠
〕『
観
念
法
門
私
記
』
下
六
丁
左１
）
、
〔
聖
聰
〕『
観
念
法
門
私
記
見
聞
』
下
五
丁
右２
）
、〔
聖
冏
〕『
伝
通
記
鈔
』
四
十
七
丁
右３
）
、〔
聖
冏
〕『
決
疑
鈔
直
牒
』
八
四
丁
左４
）
等
を
参
照
ま
た
仏
の
光
に
は
、
常
光
・
神
通
光
の
区
別
が
あ
る
。
常
光
は
、
常
に
照
ら
す
が
、
一
尋５
）
な
ど
の
限
度
が
あ
っ
て
、
す
み
ず
み
ま
で
も
れ
な
く
照
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
神
通
光
は
、
す
み
ず
み
ま
で
も
れ
な
く
照
ら
す
が
、
特
定
の
人
が
特
定
の
条
件
の
も
と
で
受
け
る
の
で
、
常
に
は
照
ら
さ
な
い
。
と
こ
ろ
が
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
、
心
光
で
あ
っ
て
、
な
お
か
つ
常
光
で
あ
る
。
常
光
と
い
っ
て
も
、
諸
仏
と
は
異
な
り
、
す
み
ず
み
ま
で
も
れ
な
く
十
方
の
念
仏
の
行
者
を
照
ら
す
。
こ
れ
は
第
十
二
の
願６
）
を
成
就
し
た
光
明
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
無
量
寿
経
』
に
は
「
諸
仏
の
光
明
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い７
）
」
と
云
う
。
四
二
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
（
三
）
願
非
願
躰
｜
攝
取
不
捨
は
、
第
十
二
願
の
躰
に
非
ざ
る
こ
と
は
、
諍
ひ
無
し
と
雖
も
、
之
を
第
三
十
三
光
柔
軟
の
願
躰
と
爲
す
と
否
と
は
、
諸
師
の
議
論
な
り
。
謂
く
、
望
西
は
「
攝
取
不
捨
」
即
ち
三
十
三
の
願
躰
と
立
て
、
禮
阿
は
「
攝
取
」
は
願
躰
な
り
。「
不
捨
」
は
願
躰
に
非
ず
と
云
〔
ふ
〕。
是
れ
望
西
と
大
同
少
異
な
り
。
相
傳
の
義
は
、
倶
に
願
躰
に
非
ず
。
何
ん
と
な
れ
ば
、
第
十
八
願
は
名
、
第
十
二
願
は
義
な
り
。
名
義
不
離
に
し
て
、
攝
取
不
捨
の
益
あ
り
。
此
〔
の
〕
益
を
蒙
る
を
光
柔
軟
と
云
〔
ふ
〕。
然
れ
ば
攝
取
不
捨
は
佛
の
護
念
、
光
柔
軟
は
機
の
得
益
な
り
。
故
に
「
攝
取
不
捨
」、
直
〔
ち
〕
に
光
柔
軟
の
願
躰
と
云
〔
ふ
〕
べ
か
ら
ず
。
（
四
）
名
義
不
離
｜
亦
は
名
義
具
足
と
云
〔
ふ
〕。
問
〔
ふ
〕。
名
躰
不
離
と
名
義
不
離
と
何
の
別
あ
る
。
答
〔
ふ
〕。
大
旨
は
同
じ
と
雖
も
、
細
ク
ハ
シ
）く
分
別
せ
ば
、
名
躰
義
用
の
四
あ
り
。
名
は
第
十
八
願
の
名
號
な
り
。
躰
は
第
九
の
佛
身
な
り
。
義
は
第
十
二
願
の
光
明
な
り
。
用
は
（
六
二
右
）
第
三
十
三
願
の
光
柔
軟
な
り
。
案
ず
る
に
、
善
導
・
少
康
の
、
口
に
名
號
を
し
て
、
化
佛
を
吐
き
た
ま
ふ
如
き
は
、
是
れ
名
躰
不
離
な
り
。
又
元
祖
大
師
の
暗
夜
に
念
佛
し
て
、
光
明
を
放
ち
た
ま
ふ
如
き
は
、
名
義
不
離
な
る
べ
し
。
但
し
此
〔
れ
〕
等
は
、
皆
三
昧
發
得
の
相
な
れ
ば
、
敢
〔
へ
〕
て
定
準
な
り
難
し
と
雖
も
、
且
く
少
異
あ
る
の
例
と
な
す
べ
し
。
但
し
諸
處
の
釋
は
多
く
、
身
光
不
離
に
約
し
て
、
名
躰
不
離
と
も
、
名
義
不
離
と
も
云
〔
ふ
〕
と
見
へ
た
り
。
是
〔
れ
〕
よ
り
進
〔
み
〕
て
、
名
義
不
（
三
）
願
非
願
体
（
願
の
本
体
で
あ
る
か
そ
う
で
な
い
か
）
｜
摂
取
不
捨
は
、
第
十
二
願
の
誓
願
の
本
体
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
異
論
は
な
い
が
、
こ
れ
を
第
三
十
三
触
光
柔
軟
の
願８
）
の
本
体
と
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
諸
師
の
議
論
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
道
光
〔
望
西９
）
〕
は
、「
摂
取
不
捨
」
を
第
三
十
三
の
願
の
本
体
で
あ
る
と
し
、
然
空
〔
礼
阿10
）
〕
は
、「
摂
取
」
は
願
の
本
体
で
あ
り
、「
不
捨
」
は
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
。
こ
の
説
は
道
光
と
大
同
少
異
で
あ
る
。
相
伝
の
説11
）
は
、
ど
ち
ら
も
願
の
本
体
で
は
な
い
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
十
八
願
は
「
名
（
名
号
）」、
第
十
二
願
は
そ
の
内
容
で
あ
る
「
義
（
光
明
）」
で
あ
る12
）
。
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
「
名
」
と
「
義
」
が
と
も
に
は
た
ら
い
て
こ
そ
、
摂
取
不
捨
の
利
益
が
あ
る
。
こ
の
利
益
を
蒙
る
こ
と
を
触
光
柔
軟
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
摂
取
不
捨
は
仏
の
護
念
で
あ
り
、
触
光
柔
軟
は
衆
生
の
受
け
る
利
益
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
摂
取
不
捨
そ
れ
自
体
が
触
光
柔
軟
の
願
の
本
体
だ
」
と
は
云
う
べ
き
で
は
な
い
。
（
四
）
名
義
不
離
｜
ま
た
は
名
義
具
足
と
云
う
。【
問
】
質
問
す
る
。
名
体
不
離
と
名
義
不
離
と
ど
こ
が
ち
が
う
の
か
。【
答
】
答
え
る
。
お
お
よ
そ
同
じ
で
あ
る
が
、
細
か
く
区
別
す
る
と
、
名
（
名
称
）・
体
（
名
で
示
さ
れ
る
も
の
の
本
体
）・
義
（
名
の
内
容
）・
用
（
名
で
示
さ
れ
る
も
の
の
は
た
ら
き
）
の
四
つ
が
あ
る
。
名
は
第
十
八
願
の
名
号
で
あ
る
。
体
は
第
九
観
の
仏
身
で
あ
る
。
義
は
第
十
二
願
の
光
明
で
あ
る
。
用
は
第
三
十
三
願
の
触
光
柔
軟
で
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
、
善
導
・
少
康
が
口
に
名
号
を
称
え
て
、
化
仏
を
口
か
ら
吐
か
れ
て
い
る
の
は
、
名
体
不
離
（
名
と
そ
の
本
体
、
す
な
わ
ち
名
号
と
仏
身
は
離
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
）
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
元
祖
大
師
の
暗
夜
に
念
仏
し
て
、
光
明
を
放
た
れ
た
の
は
、
名
義
不
離
（
名
と
名
の
内
容
、
す
な
わ
ち
名
号
と
光
明
が
離
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
）
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
三
昧
の
境
地
を
体
得
さ
れ
た
姿
で
あ
る
か
ら
、
特
に
定
ま
っ
た
基
準
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
と
り
あ
え
ず
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
相
違
点
が
あ
る
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
解
釈
は
諸
処
に
あ
っ
て
、
多
く
は
身
光
不
離
と
い
う
立
四
三
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
離
の
相
を
釋
せ
ば
、
阿
彌
陀
、
此
〔
こ
〕
に
無
量
と
翻
す
。
無
量
の
言
は
、
一
切
萬
徳
を
攝
盡
す
る
が
故
に
、
光
明
も
亦
無
量
な
り
。
是
〔
れ
〕
に
由
〔
り
〕
て
、
行
者
、
口
に
名
號
を
呼
す
れ
ば
、
名
が
上
の
義
相
た
る
光
明
、
之
れ
に
應
じ
て
顯
は
る
。
故
に
、
光
明
名
號
不
離
な
り
。
之
を
名
義
具
足
と
云
〔
ふ
〕。
而
し
て
記
主
『
鈔
』
三
二
七
、
名
義
不
離
と
釋
す
と
雖
も
、
未
だ
其
〔
の
〕
文
を
出
さ
ず
。
試
〔
み
〕
に
其
〔
の
〕
文
を
げ
ば
、『
小
經
』
に
云
〔
は
く
〕、「
彼
の
佛
の
光
明
、
無
量
に
し
て
、
十
方
の
國
を
照
〔
ら
〕
す
に
、
障
礙
す
る
所
無
〔
し
〕。
是
〔
の
〕
故
に
號
し
て
阿
彌
陀
と
爲
〔
す
〕」。『
大
經
』
に
は
、
十
二
光
の
名
あ
り
。
又
『
論
註
』
下
四
右
、「
彼
の
如
來
の
名
を
し
、
彼
の
如
來
の
光
明
智
相
の
如
く
、
如
實
に
修
行
し
て
相
應
せ
ん
と
欲
す
る
が
故
に
。
論
文
「
彼
如
來
名
」
と
は
（
者
）、
謂
く
、
無
礙
光
如
來
の
名
を
す
る
な
り
（
也
）。「
如
彼
如
來
光
明
智
相
」
と
は
（
者
）、
佛
の
光
明
は
、
智
慧
の
相
な
り
（
也
）。
此
の
光
明
、
十
方
世
界
を
照
〔
ら
〕
す
に
、
障
礙
す
る
所
無
〔
し
〕。
中
略
如
實
に
修
行
せ
ず
（
不
）
し
て
名
義
と
（
與
）
相
（
六
二
左
）
應
せ
ざ
（
不
）
る
に
由
る
」
と
。
名
義
具
足
の
言
、
蓋
し
此
〔
れ
〕
に
基
づ
く
。
（
五
）
分
別
｜
念
佛
の
言
は
、
廣
く
に
渉
る
と
雖
も
、
今
は
名
念
佛
な
り
。
但
し
所
引
の
經
文
の
前
後
を
見
る
に
、
第
八
像
の
終
〔
り
〕
に
、「
念
佛
三
昧
」
と
云
ひ
、
亦
今
文
の
次
下
に
、
場
か
ら
、
名
体
不
離
と
も
、
名
義
不
離
と
も
云
わ
れ
る
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
論
を
進
め
て
名
義
不
離
に
つ
い
て
解
釈
す
る
と
、
阿
弥
陀
仏
は
、
中
国
で
無
量
と
翻
訳
さ
れ
た
。
無
量
の
語
は
、
阿
弥
陀
仏
の
す
べ
て
の
徳
を
含
意
す
る
か
ら
、〔
阿
弥
陀
仏
の
徳
の
ひ
と
つ
で
あ
る
〕
光
明
も
ま
た
無
量
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
行
者
が
口
に
名
号
を
称
え
れ
ば
、
名
の
示
す
内
容
（
義
相
）
で
あ
る
光
明
は
、
そ
れ
（
称
名
）
に
応
じ
て
現
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
光
明
と
名
号
は
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
を
名
義
具
足
と
云
う
。
し
か
し
、
良
忠
『
決
疑
鈔
』
三
二
七13
）
は
、
名
義
不
離
と
解
釈
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
示
す
経
論
の
文
を
出
し
て
い
な
い
。
試
み
に
そ
の
文
を
挙
げ
る
と
、『
阿
弥
陀
経
』
に
は
、「
彼
の
仏
の
光
明
は
無
量
で
あ
り
、
何
も
の
に
も
さ
え
ぎ
ら
れ
る
こ
と
な
く
あ
ら
ゆ
る
国
を
照
ら
す
。
し
た
が
っ
て
阿
弥
陀
と
名
づ
け
ら
れ
る14
）
」
と
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
に
は
、
十
二
光15
）
の
名
が
あ
る
。
ま
た
、〔
曇
鸞
〕『
往
生
論
註
』
下
四
丁
右16
）
に
は
、「
阿
弥
陀
如
来
の
名
を
称
え
、
阿
弥
陀
如
来
の
光
明
・
智
慧
の
す
が
た
の
よ
う
に
、
あ
り
の
ま
ま
に
修
行
を
し
て
、
名
に
込
め
ら
れ
た
内
容
に
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
た
い
と
欲
す
る
か
ら
で
あ
る
。」
〔
世
親
〕『
往
生
論
』
の
文
と
あ
る
。「
阿
弥
陀
如
来
の
名
を
称
え
（
称
彼
如
來
名
）」
と
は
、
す
な
わ
ち
無
礙
光
如
来
の
名
を
称
え
る
こ
と
で
あ
る
。「
如
来
の
光
明
・
智
慧
の
す
が
た
の
よ
う
に
（
如
彼
如
來
光
明
智
相
）」
と
は
、
仏
の
光
明
は
、
智
慧
が
外
に
現
れ
た
姿
で
あ
る
。
こ
の
光
明
が
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
照
す
の
に
、
さ
ま
た
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。（
中
略
）〔
称
名
念
仏
し
て
い
て
も
、
な
お
も
無
知
で
あ
り
つ
づ
け
、
願
い
が
一
向
に
に
か
な
わ
な
い
も
の
が
い
る
の
は
〕
あ
り
の
ま
ま
に
修
行
し
な
い
で
、
そ
の
仏
の
「
名
」
と
「
義
（
名
の
内
容
）」
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る17
）
。」
と
あ
る
。
名
義
具
足
に
つ
い
て
の
解
釈
は
、
こ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
五
）
観
称
分
別
｜
念
仏
の
語
は
、
観
仏
と
称
名
の
両
方
を
示
す
が
、
こ
こ
で
は
称
名
念
仏
を
意
味
す
る
。
た
だ
し
引
用
さ
れ
て
い
る
経
文
の
前
後
を
見
る
と
、
第
八
像
想
観
の
終
り
に
、
念
仏
三
昧
と
い
い
、
ま
た
こ
の
文
の
す
ぐ
あ
と
に
、
念
仏
三
昧
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
、
ど
ち
ら
も
四
四
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
「
念
佛
三
昧
」
と
云
〔
ふ
〕。
此
〔
れ
〕
等
は
、
皆
念
な
り
。
而
し
て
中
間
の
今
文
を
念
と
爲
す
は
、
是
れ
大
師
、
自
解
佛
願
の
妙
釋
に
し
て
、
他
師
の
企
て
及
ぶ
所
に
非
ず
。
又
佛
の
中
に
、
口
の
念
佛
を
説
く
こ
と
は
、
是
れ
成
の
所
見
な
り
。
謂
く
、
定
善
の
機
、
成
就
の
位
に
、
佛
の
八
萬
四
千
の
相
好
光
明
を
す
る
時
、
彌
陀
身
の
光
明
は
、
唯
〔
だ
〕
念
佛
の
行
者
の
み
を
照
〔
ら
〕
す
を
見
知
す
。
是
れ
佛
の
本
意
、
念
佛
に
在
る
が
故
な
り
。『
鈔
』
三
二
七
對
照
す
べ
し
。
◎
大
科
三
段
。
初
〔
め
〕
に
篇
目
。
【
講
義
】「
攝
」
は
攝
護
、「
取
」
は
不
捨
、
即
ち
念
佛
の
行
者
を
ば
、
如
來
大
悲
の
掌
中
に
握
〔
り
〕
て
、
護
念
す
と
云
〔
ふ
〕
意
な
り
。
『
鈔
』
三
二
六
に
唯
蓮
房
の
因
縁
を
載
す
。
◎
（
六
三
右
）
次
に
引
文
に
三
。
初
〔
め
〕
に
『
經
』。
【
講
義
】「
相
好
」
と
は
。「
相
」
は
佛
身
の
相
状
、
了
知
す
べ
き
こ
と
易
き
を
「
相
」
と
云
ひ
、「
相
」
を
し
て
端
嚴
微
妙
な
ら
し
む
る
を
「
好
」
と
云
〔
ふ
〕。
是
れ
麁
細
の
不
同
な
り
。
○
「
光
明
徧
照
」
等
と
は
。
以
下
の
十
六
字
に
就
て
、『
定
記
』
三
四
紙
、
二
義
を
成
す
。
初
義
は
、
色
心
二
光
に
約
し
て
分
別
す
。
観
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
間
の
こ
の
文
を
称
念
と
す
る
の
は
、
善
導
大
師
自
ら
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
対
す
る
み
ご
と
な
解
釈
で
あ
り
、
他
の
祖
師
た
ち
の
解
釈
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
ま
た
、
観
仏
の
中
に
、
口
で
称
え
る
念
仏
を
説
く
こ
と
は
、
観
仏
が
成
就
し
た
人
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
定
善
の
修
行
に
耐
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
が
、
観
仏
成
就
の
境
地
に
達
し
て
、
仏
の
八
萬
四
千
の
相
好
の
光
明
を
拝
す
る
時
、
阿
弥
陀
仏
の
全
身
の
光
明
が
、
た
だ
念
仏
の
行
者
の
み
を
照
ら
す
様
子
を
見
る
。
こ
れ
は
仏
の
本
意
が
、
念
仏
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。〔
良
忠
〕『
決
疑
鈔
』
三
二
七
丁18
）
を
対
照
す
る
よ
う
に
。
◎
大
き
く
三
段
落
に
分
け
る
。
最
初
に
こ
の
章
の
表
題
「
摂
」
は
救
い
取
り
護
る
こ
と
、「
取
」
は
捨
て
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
念
仏
の
行
者
を
、
如
来
が
大
悲
の
掌
の
中
に
握
っ
て
、
心
を
か
け
て
守
護
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。〔
良
忠
〕
『
決
疑
鈔
』
三
二
六
丁19
）
に
唯
蓮
房
の
因
縁
を
載
せ
て
い
る
。
◎
第
二
に
引
用
文
。
引
用
文
は
三
つ
あ
り
、
最
初
に
『
観
無
量
寿
経
』
を
引
く
「
相
好
」
に
つ
い
て
。「
相
」
は
仏
身
の
姿
形
の
わ
か
り
や
す
い
特
徴
を
「
相
」
と
云
い
、
「
相
」
を
言
葉
に
表
せ
な
い
ほ
ど
美
し
く
さ
せ
て
い
る
特
徴
を
「
好
」
と
云
う
。
こ
れ
は
粗
大
と
微
細
の
違
い
で
あ
る
。
○
「
光
明
徧
照
」
等
に
つ
い
て
、
以
下
の
十
六
字
に
つ
い
て
、〔
良
忠
〕『
観
経
疏
伝
通
記
（
定
善
義
）』
三
四
紙20
）
に
、
二
つ
の
解
釈
を
し
て
い
る
。
初
め
の
解
釈
は
、
色
心
二
光
に
よ
っ
【
本
文
】
無
量
壽
經ニ
云
、
無
量
壽
佛ニ
有リ
八
萬
四
千ノ
相
。
一
一ノ
相ニ
各
有リ
八
萬
四
千ノ
隨
形
好
。
一
一ノ
好ニ
復タ
有リ
八
萬
四
千ノ
光
明
。
一
一ノ
光
明
徧ク
照シテ
十
方
世
界ヲ
、
念
佛ノ
衆
生ヲ
攝
取シテ
不
捨下
ハ。
【
本
文
】
彌
陀ノ
光
明
、
不
照
餘
行ノ
者ヲ
、
唯
攝
取シ
下
念
佛ノ
行
者ヲ
之
文
。
四
五
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
謂
く
、「
一
一
の
光
明
、
徧
く
十
方
世
界
を
照
ら
し
て
色
光
、
念
佛
の
衆
生
を
攝
取
し
て
捨
〔
て
〕
た
ま
は
ず
（
不
）
心
光
」。
後
義
は
、
心
光
の
一
邊
を
取
る
。
謂
く
、「
一
一
の
光
明
、
徧
く
十
方
世
界
の
念
佛
の
衆
生
を
照
〔
ら
〕
し
て
、
攝
取
し
て
捨
〔
て
〕
た
ま
は
ず
（
不
）」
と
訓
ず
。
此
〔
の
〕
二
義
、
取
捨
な
き
が
故
に
、
倶
存
な
る
べ
し
と
雖
も
、
次
下
所
引
の
『
念
門
』
及
び
『
禮
讃
』
に
依
る
に
、
前
義
は
、
正
〔
し
〕
く
導
師
の
釋
意
に
合
す
。
然
る
に
『
新
記
』
四
十
紙
西
山
（
六
三
左
）
派
貞
準
に
は
、
『
定
記
』
の
後
義
を
成
立
し
、
前
義
を
破
し
て
謂
く
、「
若
し
色
心
二
光
を
分
別
せ
ば
、
攝
取
念
佛
衆
生
不
捨
と
言
ふ
べ
し
。
文
言
倒
置
す
」
云
云
と
。
あ
あ
彼
れ
何
ぞ
僅
か
に
文
言
倒
置
の
末
節
に
拘
は
つ
て
色
光
周
遍
、
心
光
攝
護
の
大
義
に
通
ぜ
ざ
る
や
。
抑
〔
も
〕
此
〔
の
〕
文
を
色
心
二
光
に
約
す
る
こ
と
は
、
源
と
導
師
の
定
判
に
出
〔
で
〕
た
り
。『
禮
讃
』
に
云
〔
は
く
〕、「
相
好
光
明
照
十
方
色
光
、
唯
有
念
佛
蒙
光
攝
心
光
」
と
。
又
、
次
下
所
引
の
『
念
門
』、
分
明
に
色
光
二
光
を
分
別
せ
り
。
又
、
大
師
詠
じ
て
曰
〔
く
〕、「
月
影
の
い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も
色
光
な
が
む
る
人
の
心
に
ぞ
す
む
心
光
」。
斯
〔
く
〕
の
如
く
祖
傳
の
明
文
を
見
な
が
ら
、
尚
ほ
心
光
一
邊
の
義
を
固
執
す
る
者
、
果
し
て
何
の
爲
め
ぞ
や
。
◎
次
に
定
善
義
の
中
に
二
。
先
に
牒
文
標
科
。
て
分
け
る
。
つ
ま
り
、「
一
一
の
光
明
、
あ
ま
ね
く
十
方
世
界
を
照
ら
し
て
色
光
」、「
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
は
ず
心
光
」
と
す
る
。
二
つ
目
は
、
心
光
の
み
で
あ
る
と
取
る
解
釈
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
一
一
の
光
明
、
あ
ま
ね
く
十
方
世
界
の
念
仏
の
衆
生
を
照
ら
し
て
、
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
は
ず
。」
と
訓
読
す
る
。
こ
の
二
つ
の
解
釈
は
、〔
三
祖
良
忠
が
〕
一
方
を
取
っ
て
他
方
を
退
け
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
二
説
併
存
す
る
と
し
て
よ
い
が
、
す
ぐ
あ
と
に
引
用
さ
れ
る
〔
善
導
〕『
観
念
法
門
』
及
び
〔
善
導
〕『
往
生
礼
讃
』
の
文
に
よ
る
と
、
最
初
の
解
釈
の
方
が
、
正
し
く
善
導
大
師
の
解
釈
の
趣
旨
に
合
致
す
る
。
と
こ
ろ
が
、『
観
経
四
帖
疏
新
記
』
四
十
紙
西
山
派
貞
準21
）
に
は
、〔
良
忠
〕『
観
経
疏
伝
通
記
（
定
善
義
）』
の
第
二
の
解
釈
を
立
て
、
最
初
の
解
釈
に
反
論
し
て
、「
若
し
色
心
二
光
を
分
け
た
な
ら
ば
、「
摂
取
念
仏
衆
生
不
捨
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
文
言
が
倒
置
し
て
い
る
」
云
云
と
云
う
。
あ
あ
、
彼
は
、
ど
う
し
て
わ
ず
か
に
に
文
言
倒
置
の
些
細
な
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
、
色
光
は
遍
く
行
き
渡
り
心
光
は
救
い
護
る
（
色
光
周
遍
心
光
摂
護
）
と
い
う
大
切
な
意
味
を
理
解
し
な
い
の
か
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
文
を
色
心
二
光
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
は
、
も
と
は
善
導
大
師
の
判
定
に
よ
っ
た
解
釈
で
あ
る
。『
往
生
礼
讃
』
で
は
、「
相
好
の
光
明
は
十
方
を
照
ら
す
色
光
、
唯
だ
念
仏
の
も
の
の
み
有
っ
て
光
摂
を
蒙
る
心
光
」
と
云
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
次
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
観
念
法
門
』
で
は
、
は
っ
き
り
と
色
光
二
光
を
区
別
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
然
上
人
は
、「
月
影
の
い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も
色
光
な
が
む
る
人
の
心
に
ぞ
す
む
心
光
」
と
詠
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
祖
師
た
ち
の
伝
え
ら
れ
た
解
釈
の
文
を
見
な
が
ら
、
な
お
心
光
の
み
の
解
釈
に
固
執
す
る
の
は
、
い
っ
た
い
何
の
た
め
で
あ
ろ
う
か22
）
。
◎
引
用
文
の
第
二
は
『
観
経
疏
定
善
義
』
中
の
二
文
を
引
く
。
ま
ず
は
観
無
量
寿
経
の
文
を
区
四
六
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
【
講
義
】「
身
別
相
」
と
は
。
六
十
萬
億
の
佛
身
の
總
に
對
し
て
、
八
萬
四
千
の
相
好
光
を
別
相
と
（
六
四
右
）
云
〔
ふ
〕。
○
「
有
縁
」
と
は
。
念
佛
の
衆
生
を
云
〔
ふ
〕。
◎
後
に
正
釋
に
二
。
先
に
直
釋
に
亦
二
。
先
に
標
。
◎
後
に
釋
。
【
講
義
】「
多
少
」
と
は
。『
定
記
』
三
十
六
云
〔
は
く
〕、
「
八
萬
等
と
言
ふ
と
雖
〔
も
〕、
一
一
別
説
せ
ず
（
不
）。
故
に
少
と
云
〔
ふ
〕
な
り
（
也
）。
若
し
別
説
せ
ば
（
者
）、
説
き
盡
〔
く
〕
す
べ
（
可
）
か
ら
ず
（
不
）。
故
に
多
と
云
〔
ふ
〕
な
り
（
也
）」。『
鈔
』
四
十
三
五
云
〔
は
く
〕、「
八
萬
四
千
の
數
量
を
少
と
云
〔
ふ
〕。
不
可
具
説
の
非
數
量
は
、
是
れ
多
な
り
（
也
）」
と
。
或
が
曰
〔
く
〕、
多
少
は
只
是
〔
れ
〕
數
量
の
義
な
り
。
即
ち
八
萬
四
千
を
云
〔
ふ
〕。
○
「
光
照
遠
近
」
と
は
。
極
と
隣
近
の
衆
生
を
照
〔
ら
〕
す
を
「
近
」
と
云
ひ
、
極
と
遼
遠
の
衆
生
を
照
〔
ら
〕
す
を
「
遠
」
と
云
〔
ふ
〕
『
經
私
記
』
十
二
。
或
が
曰
〔
く
〕、
是
れ
亦
只
遠
く
十
方
に
及
ぶ
を
遠
近
と
云
ふ
」。
切
っ
て
分
科
し
（
牒
文23
）
）、
そ
の
内
容
を
標
示
（
標
科
）
す
る
。
「
身
別
相
」
に
つ
い
て
、
六
十
萬
億
〔
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
の
高
さ
〕
の
仏
身
の
総
体
的
な
特
徴
に
対
し
て
、
八
萬
四
千
の
相
好
の
光
を
個
別
的
な
特
徴
（
別
相
）
と
云
う
。
○
「
有
縁
」
と
は
。
念
仏
の
衆
生
を
云
う
。
◎
次
に
二
段
に
分
け
て
正
し
く
解
釈
（
正
釈
）
す
る
。
ま
ず
は
経
文
に
対
す
る
直
接
の
解
釈
（
直
釈
）。
そ
れ
を
ま
た
二
段
に
分
け
る
。
先
ず
標
示
。
◎
直
釈
の
二
つ
め
は
解
釈
。
「
多
少
」
に
つ
い
て
、〔
良
忠
〕『
観
経
疏
伝
通
記
（
定
善
義
）』
三
十
六24
）
に
、「
八
萬
等
と
言
っ
て
も
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
別
々
に
説
明
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
少
と
云
う
の
で
あ
る
。
も
し
ひ
と
つ
ひ
と
つ
説
明
し
た
な
ら
ば
、
説
き
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
多
」
と
云
う
の
で
あ
る
」
と
云
う
。〔
聖
冏
〕『
伝
通
記
鈔
』
四
十
三
五25
）
に
、「
八
萬
四
千
と
数
え
ら
れ
る
量
を
少
と
云
う
。
詳
細
に
説
く
こ
と
の
で
き
な
い
（
不
可
具
説
）
ほ
ど
の
数
え
ら
れ
な
い
量
が
多
で
あ
る
。」
と
云
う
。
あ
る
人26
）
は
、「
多
少
は
た
だ
数
量
〔
が
多
い
〕
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
八
萬
四
千
の
こ
と
で
あ
る
。」
と
云
う
。
○
「
光
照
遠
近
」
に
つ
い
て
、
極
楽
に
近
い
衆
生
を
照
ら
す
こ
と
を
「
近
」
と
云
い
、
極
楽
か
ら
遠
く
離
れ
た
衆
生
を
照
ら
す
こ
と
を
「
遠
」
と
云
う
『
観
無
量
寿
経
釈
』
十
二27
）
。
あ
る
人
は
、「
こ
れ
も
ま
た
、
た
だ
遠
く
十
方
に
及
ぶ
こ
と
を
遠
近28
）
と
云
う
だ
け
で
あ
る
」
と
云
ふ
。
【
本
文
】
一ニハ
明シ
相ノ
多
少ヲ
、
二ニハ
明シ
好ノ
多
少ヲ
、
三ニハ
明シ
光ノ
多
少ヲ
、
四ニハ
明シ
光
照ノ
遠
近ヲ
、
五ニハ
明ス
光ノ
所
及
處
偏ニ
蒙ル
コトヲ
攝
益ヲ
。
【
本
文
】
即チ
有リ
其ノ
五
。
【
本
文
】
同
經ノ
疏ニ
云
、
從リ
無
量
壽
佛
下
至ル
攝
取
不
捨ニ
已
來ハ
、
正ク
明ス
スルニ
身ノ
別
相ヲ
光
益スルコトヲ
有
縁ヲ
。
四
七
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
◎
（
六
四
左
）
後
に
問
答
に
二
。
先
に
問
〔
ひ
〕。
【
講
義
】『
鈔
』
三
二
九
云
〔
は
く
〕、「
意
の
云
〔
は
く
〕、
諸
行
の
（
之
）
人
、
皆
往
生
を
得
。
然
る
に
佛
の
光
明
、
十
方
に
周
遍
す
。
何
ぞ
餘
行
の
窓
を
照
〔
ら
〕
さ
ず
（
不
）
し
て
、
偏
に
念
佛
の
者
を
攝
取
す
る
や
。
若
し
照
〔
ら
〕
す
と
云
〔
は
〕
ば
（
者
）、
何
ぞ
攝
益
を
惜
〔
し
ま
〕
ん
。
平
等
の
慈
悲
に
偏
頗
有
る
に
似
〔
た
〕
り
」。
◎
後
に
答
の
中
、
三
。
初
〔
め
〕
に
直
答
に
二
。
先
に
正
〔
し
〕
く
義
門
を
示
す
。
亦
二
。
先
に
標
〔
す
〕。
【
本
文
】
答
曰
、
此ニ
有リ
三
義
。
◎
後
に
釋
に
三
。
初
〔
め
〕
に
親
縁
を
釋
す
。
【
講
義
】
親
縁
・
近
縁
の
解
釋
は
、
第
二
章
親
疎
對
・
近
遠
對
の
下
に
已
に
釋
す
る
が
如
し
。
◎
次
に
近
縁
を
釋
す
。
◎
正
釈
の
第
二
は
問
答
。
そ
れ
を
二
段
に
分
け
る
。
問
答
の
最
初
は
問
。
『
決
疑
鈔
』
三
二
九29
）
に
は
次
の
よ
う
に
云
う
。「
そ
の
意
味
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
諸
行
を
行
じ
る
人
も
、
皆
往
生
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
仏
の
光
明
は
十
方
に
行
き
渡
る
。
ど
う
し
て
念
仏
以
外
の
行
の
窓
を
照
ら
さ
ず
、
た
だ
念
仏
を
称
え
る
者
の
み
を
救
い
取
る
の
か
。
も
し
照
ら
す
と
云
う
の
な
ら
、
ど
う
し
て
救
い
取
る
と
い
う
利
益
を
惜
し
む
の
か
。
平
等
の
慈
悲
に
不
公
平
さ
が
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。」
◎
問
答
の
第
二
は
答
。
答
の
中
に
三
段
。
そ
の
最
初
、
直
接
の
答
え
に
二
段
。
直
接
の
答
え
の
第
一
は
内
容
に
よ
っ
て
分
け
（
義
門
）
て
説
明
す
る
。
ま
た
そ
れ
を
二
つ
に
分
け
る
。
ま
ず
は
標
示
。
◎
続
い
て
解
釈
。
三
つ
に
分
け
る
。
第
一
は
親
縁
に
つ
い
て
解
釈
す
る
。
親
縁
・
近
縁
の
解
釈
は
、
第
二
章
の
親
疎
対
・
近
遠
対
に
つ
い
て
解
釈
し
た
通
り
で
あ
る
。
◎
次
に
、
近
縁
に
つ
い
て
解
釈
す
る
。
【
本
文
】
問
曰
、
備ニ
修メ
衆
行ヲ
但
能ク
廻
向ス
、レバ
皆
得
往
生ヲ
。
何ヲ
以カ
佛
光
普ク
照ス
、ニ
唯
攝スル
念
佛ノ
者ノミ、ヲ
有ヤ
何
意
也
。
【
本
文
】
一ニ
明ス
親
縁ヲ
。
衆
生
起シテ
行ヲ
口
常ニ
スレバ
佛ヲ
、
佛
即
聞下
之
。
身
常ニ
禮
敬スレバ
（
六
五
右
）
佛ヲ
、
佛
即
見下
之
ヲ
。
心
常ニ
念ズレバ
佛ヲ
、
佛
即
知下
之
。
衆
生
憶
念スレバ
佛ヲ
、30
）
佛
亦
憶
念シ
下
衆
生ヲ
。
彼
此ノ
三
業
不
相ヒ
捨
離セ
、
故ニ
名ク
親
縁ト
也
。
【
本
文
】
二ニ
明ス
近
縁ヲ
。
衆
生
願スレバ
見ント
佛ヲ
、
佛
即
應シテ
念ニ
現
在ス
目
前二
、
故ニ
名ク
近
縁ト
也
。
四
八
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
◎
後
に
増
上
縁
を
釋
す
。
【
講
義
】「
増
上
縁
」
と
は
。
先
づ
三
の
少
異
あ
る
こ
と
を
分
別
す
べ
し
。
一
に
は
性
相
所
談
、
二
に
は
本
宗
常
談
、
三
に
は
當
段
所
論
な
り
。
一
に
性
相
所
談
と
は
、
是
れ
四
縁
の
中
の
一
に
し
て
、
能
く
法
を
起
〔
こ
〕
す
の
勝
縁
な
る
が
故
に
、
増
上
縁
と
名
〔
づ
〕
く
。
眼
根
勝
縁
と
爲
り
て
、
眼
識
を
生
ず
る
が
如
し
。
但
し
之
に
與
力
・
不
障
等
の
分
別
あ
り
。
具
〔
さ
〕
に
は
『
玄
記
』
三
十
二
に
、『
倶
舎
』
『
唯
識
』
等
の
諸
文
を
引
〔
き
〕
て
辨
ず
る
が
如
し
。
二
に
本
宗
常
談
と
は
、
末
世
凡
愚
の
機
は
、
自
力
の
得
度
、
已
に
分
を
絶
す
れ
ど
も
、
彌
陀
の
願
力
、
能
く
五
乘
を
攝
し
て
、
齊
し
く
報
土
に
往
生
せ
し
む
る
が
故
に
、
佛
願
力
を
以
て
増
上
縁
と
爲
す
。
『
玄
義
』
三
十
に
云
〔
は
く
〕、「
正
〔
し
〕
く
佛
願
に
託
し
て
、
以
て
強
縁
と
作
す
に
由
〔
り
〕
て
、
五
乘
を
し
て
齊
〔
し
〕
く
入
ら
し
（
使
）
む
る
こ
と
を
致
す
」
と
。
又
『
序
分
義
』
三
五
に
云
〔
は
く
〕、「
彌
陀
本
國
四
十
八
願
、
願
願
皆
増
上
の
勝
因
〔
を
〕
發
〔
す
〕」
と
。
三
に
當
段
所
論
と
は
、
是
れ
亦
本
願
を
強
縁
と
爲
す
こ
と
を
以
て
、
上
と
異
な
る
こ
と
な
し
。
然
れ
ど
も
今
は
別
し
て
念
佛
の
行
者
、
臨
◎
次
に
、
増
上
縁
に
つ
い
て
解
釈
す
る
。
「
増
上
縁
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
三
つ
の
わ
ず
か
に
異
な
る
〔
解
釈
〕
の
あ
る
こ
と
を
分
析
し
よ
う
。
第
一
に
は
性
相
所
談
（
倶
舎
・
唯
識
の
説
）、
第
二
に
は
本
宗
常
談
（
浄
土
宗
の
定
説
）、
第
三
に
は
当
段
所
論
（
こ
の
章
の
所
説
）、
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
に
性
相
所
談
と
は
、
四
縁31
）
の
中
の
一
つ
で
あ
り
、
存
在
（
も
の
ご
と
）
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
す
ぐ
れ
た
縁
で
あ
る
か
ら
、
増
上
縁
と
名
づ
け
る
。
視
覚
を
つ
か
さ
ど
る
感
覚
器
官
（
眼
根
）
が
す
ぐ
れ
た
縁
と
な
っ
て
、
視
覚
に
よ
る
認
識
作
用
（
眼
識
）
が
生
じ
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
〔
増
上
縁
〕
に
力
を
付
与
し
補
助
す
る
も
の
（
与
力
）
と
邪
魔
を
し
な
い
も
の
（
不
障
）
等
の
区
別
が
あ
る
。
く
わ
し
く
は
〔
良
忠
〕『
観
経
疏
伝
通
記
（
玄
義
分
）』
三
十
二
丁32
）
に
、『
倶
舎
論
』『
成
唯
識
論
』
等
の
諸
文
を
引
い
て
説
明
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
第
二
に
本
宗
常
談
と
は
、
末
法
の
世
の
平
凡
で
愚
か
な
能
力
の
も
の
は
、
自
分
の
力
で
修
行
し
て
悟
り
を
開
く
こ
と
な
ど
は
、
そ
の
分
際
を
は
る
か
に
越
え
た
こ
と
で
あ
る
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
力
は
、
人
間
乗
・
天
乗
・
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
の
五
乗
す
べ
て
を
救
い
取
る
こ
と
が
で
き
、
す
べ
て
を
報
土
に
往
生
さ
せ
る
か
ら
、
仏
の
本
願
力
を
増
上
縁
と
す
る
。〔
善
導
〕
『
観
経
疏
玄
義
分
』
三
十33
）
に
は
、「
ま
さ
し
く
仏
の
本
願
力
に
身
を
委
ね
、
そ
れ
が
強
い
縁
と
な
っ
て
、
五
乗
み
な
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
。」
と
説
く
。
ま
た
〔
善
導
〕『
観
経
疏
序
分
義
』
三
五34
）
に
は
、「
阿
弥
陀
仏
の
本
国
は
四
十
八
願
よ
り
で
き
て
お
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
願
が
す
べ
て
強
く
勝
れ
た
因
と
な
っ
て
い
る
。」
と
説
く
。
第
三
に
当
段
所
論
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
本
願
を
、
強
い
縁
と
す
る
こ
と
は
前
の
第
二
の
解
釈
と
違
い
は
な
い
。
し
か
し
今
は
区
別
し
て
、
念
仏
の
行
者
が
臨
終
に
聖
衆
の
迎
接
を
こ
う
む
っ
て
【
本
文
】
三ニ
明ス
増
上
縁ヲ
。
衆
生
念ス
、レバ
即
除ク
多
劫ノ
罪ヲ
。
命
欲スル
終ント
時
、
佛
與ニ
（
六
五
左
）
聖
衆
自ミ
來テ
迎
接シ
下。
諸
邪
業
繫
無シ
能ク
礙ル
者
。
故ニ
名クル
増
上
縁ト
也
。
四
九
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
終
に
聖
衆
の
迎
接
を
感
じ
て
、
罪
障
を
除
滅
す
る
邊
を
取
る
が
故
に
、
其
〔
の
〕
對
す
る
所
、
念
佛
の
行
者
に
限
る
。
是
れ
其
〔
の
〕
少
異
な
り
。
○
「
除
多
劫
罪
」
と
は
。
五
十
億
（
六
六
右
）
劫
、
或
〔
い
〕
は
八
十
億
劫
等
の
多
劫
を
經
歴
し
て
、
生
死
流
轉
す
べ
き
罪
業
の
力
用
を
除
く
な
り
。
○
「
諸
邪
業
繫
」
等
と
は
。
無
始
の
業
障
は
、
三
界
繫
縛
の
法
な
れ
ど
も
、
佛
願
の
強
縁
に
依
〔
り
〕
て
、
能
く
之
を
除
滅
す
る
が
故
に
、
往
生
を
障
礙
せ
ざ
る
を
言
ふ
。
又
此
〔
れ
〕
に
外
魔
を
言
は
ざ
れ
ど
も
、
外
魔
亦
障
ゆ
る
（ママ）
を
得
ず
。『
鈔
』
に
辨
ず
る
が
如
し
。
又
『
鈔
』
三
三
二
、「
問
〔
ふ
〕。
佛
名
を
す
る
時
、
多
劫
の
罪
を
除
く
。
何
ぞ
迎
候
に
至
〔
り
〕
て
、
亦
邪
業
有
〔
ら
〕
ん
。
答
〔
ふ
〕。
罪
障
、
蓋
し
多
し
。
頓
に
滅
す
べ
（
可
）
か
ら
ず
（
不
）。
故
に
念
の
時
、
罪
障
を
滅
す
と
雖
〔
も
〕、
而
〔
し
て
〕
聖
衆
を
見
て
、
能
く
残
を
除
く
」
此
〔
の
〕
意
は
、
念
佛
の
功
能
を
論
ず
れ
ば
、
一
念
と
雖
も
、
能
く
所
有
る
罪
を
滅
す
と
雖
も
、
機
に
強
弱
あ
り
。
行
に
淺
深
あ
り
。
罪
類
、
亦
一
準
な
ら
ず
。
故
に
滅
罪
に
速
あ
る
こ
と
を
致
す
な
り
。『
鈔
』
の
意
。
又
云
〔
は
く
〕、「
問
〔
ふ
〕。
増
上
縁
の
中
の
聖
衆
來
迎
と
、
上
の
近
縁
の
見
佛
と
（
與
）、
何
の
別
あ
る
。
答
〔
ふ
〕。
近
縁
の
見
佛
は
、
則
〔
ち
〕
是
れ
平
生
な
り
。
此
〔
の
〕
中
の
來
迎
は
、
乃
〔
ち
〕
是
れ
臨
終
な
り
。
故
に
混
乱
せ
罪
障
を
除
滅
す
る
こ
と
に
観
点
を
お
く
か
ら
、
そ
の
対
象
は
念
仏
の
行
者
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
は
第
二
の
解
釈
と
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
○
「
除
多
劫
罪
」
と
は
。
五
十
億
劫
、
あ
る
い
は
八
十
億
劫
等
の
計
り
知
れ
な
い
年
月
を
巡
り
め
ぐ
っ
て
、
生
ま
れ
か
わ
り
死
に
か
わ
り
流
転
し
つ
づ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
罪
業
の
は
た
ら
き
を
除
く
こ
と
で
あ
る
。
○
「
諸
邪
業
繫
」
等
に
つ
い
て
、
無
限
に
遠
い
昔
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
悪
業
に
よ
る
障
害
は
、
迷
い
の
世
界
で
あ
る
三
界
に
繫
ぎ
止
め
る
存
在
で
あ
る
が
、
仏
の
本
願
の
強
い
縁
に
よ
っ
て
除
滅
で
き
る
か
ら
、
往
生
を
妨
げ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
云
う
。
ま
た
こ
こ
で
は
〔
邪
業
と
言
う
の
み
で
〕
外
か
ら
襲
っ
て
く
る
悪
魔
に
つ
い
て
言
っ
て
は
い
な
い
が
、
外
か
ら
襲
っ
て
く
る
悪
魔
も
ま
た
往
生
を
妨
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。〔
良
忠
〕『
決
疑
鈔
』
で
説
明
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る35
）
。
ま
た
、〔
良
忠
〕『
決
疑
鈔
』
三
三
二
に
、「【
問
】
質
問
す
る
。
仏
名
を
称
す
る
時
、
多
劫
の
罪
を
除
く
。
ど
う
し
て
来
迎
の
時
ま
で
、
邪
業
が
有
ろ
う
か
。【
答
】
答
え
る
。
罪
障
は
確
か
に
多
い
。
す
ぐ
に
は
消
し
尽
く
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
称
念
の
時
、
罪
障
は
〔
あ
る
程
度
〕
消
え
て
し
ま
う
が
、
聖
衆
を
見
て
〔
さ
ら
に
〕
残
り
の
悪
業
を
除
く
の
で
あ
る36
）
。」
こ
の
文
の
趣
旨
は
、
念
仏
の
功
徳
に
つ
い
て
論
じ
る
と
、
た
と
え
一
念
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
罪
を
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
も
、
能
力
に
強
弱
が
あ
り
、
行
に
浅
深
が
あ
り
、
罪
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
滅
罪
に
遅
速
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。〔
聖
冏
〕『
伝
通
記
鈔37
）
』。
ま
た
、「【
問
】
質
問
す
る
。
増
上
縁
の
中
の
聖
衆
来
迎
と
、
前
に
説
か
れ
た
近
縁
の
見
仏
と
、
ど
こ
が
異
な
る
の
か
。【
答
】
答
え
る
。
近
縁
の
見
仏
は
、
平
生
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
説
か
れ
る
来
迎
は
、
臨
終
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
混
同
五
〇
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
ず
（
不
）」
と
。
但
し
宗
祖
『
經
私
記
』
に
は
、
近
縁
は
、
平
生
・
臨
終
に
通
ず
と
云
〔
ふ
〕。
此
〔
の
〕
相
違
を
會
す
る
こ
と
、
『
牒
』
八
五
左
、「
唯
〔
だ
〕
平
生
に
約
す
る
は
、
一
往
な
り
。
實
に
は
臨
終
に
通
ず
べ
し
」
と
。
又
『
鈔
』
四
十
二
三
に
「
各
據
一
義
」
と
云
〔
ふ
〕。
以
上
、
三
縁
に
就
〔
き
〕
て
、『
鈔
』
三
三
二
〔
に
〕
云
〔
は
く
〕、「
若
し
五
縁
に
約
せ
ば
、
『
念
門
』
所
明
の
五
種
増
上
縁
近
縁
は
（
者
）、
即
〔
ち
〕
護
念
と
見
佛
と
の
二
縁
な
り
。
増
上
縁
は
（
者
）、
滅
罪
と
攝
生
と
の
二
縁
な
り
。
三
縁
、
皆
凡
夫
に
約
す
る
は
、
即
〔
ち
〕
是
れ
證
生
縁
な
り
（
也
）」（
六
六
左
）
と
。
但
し
『
念
門
』
に
は
、
五
種
皆
増
上
縁
と
云
ふ
。
今
の
三
縁
、
亦
皆
増
上
縁
と
云
〔
ふ
〕
べ
し
。
然
〔
る
〕
に
今
は
、
除
障
の
義
、
最
も
強
き
邊
に
從
へ
て
、
總
屬
別
名
し
て
、
第
三
の
み
を
増
上
縁
と
云
〔
ふ
〕。
『
鈔
』
四
二
四
◎
後
に
比
顯
勝
【
講
義
】『
鈔
』
三
三
七
〔
に
〕
云
〔
は
く
〕、「
此
れ
念
佛
と
諸
善
と
（
與
）、
即
〔
ち
〕
光
の
攝
・
不
攝
の
異
有
〔
る
〕
が
故
に
、
二
行
を
量
す
る
に
、
勝
劣
懸
隔
な
る
を
明
〔
か
〕
す
な
り
（
也
）。
中
略
定
は
心
を
凝
〔
ら
〕
す
と
雖
〔
も
〕、
理
は
深
微
な
り
と
雖
〔
も
〕、
大
心
大
行
は
心
行
勝
〔
れ
〕
た
り
と
雖
〔
も
〕、
律
儀
孝
さ
れ
る
こ
と
は
な
い38
）
。」
と
あ
る
。
た
だ
し
宗
祖
『
観
無
量
寿
経
釈39
）
』
に
は
、
近
縁
は
、
平
生
・
臨
終
共
に
に
通
じ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
の
会
通
は
、『
決
疑
鈔
直
牒
』
八
五
左40
）
、「
た
だ
平
生
に
つ
い
て
の
み
言
う
の
は
、
ひ
と
ま
ず
の
解
釈
で
あ
る
。
実
際
に
は
臨
終
に
も
通
じ
る
」
と
す
る
。
ま
た
『
伝
通
記
鈔
』
四
十
二
三41
）
に
「
そ
れ
ぞ
れ
が
根
拠
に
基
づ
い
て
説
を
立
て
て
い
る
（
各
拠
一
義
）」
と
あ
る
。
以
上
、
三
縁
に
つ
い
て
、『
決
疑
鈔
』
三
三
二42
）
に
、「
も
し
五
縁
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
『
観
念
法
門
』
で
説
き
明
か
し
て
い
る
五
種
増
上
縁
、
近
縁
は
、
護
念
増
上
縁
と
見
仏
増
上
縁
と
の
二
縁
で
あ
る
。
増
上
縁
は
、
滅
罪
増
上
縁
と
摂
生
増
上
縁
と
の
二
縁
で
あ
る
。
三
縁
す
べ
て
凡
夫
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
証
生
縁
で
あ
る
。」
と
云
う
。
た
だ
し
『
観
念
法
門
』
に
は
、
五
種
は
す
べ
て
増
上
縁
と
云
う
。
こ
の
〔
親
縁
・
近
縁
・
増
上
縁
の
〕
三
縁
も
ま
た
す
べ
て
増
上
縁
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
今
は
、
障
り
を
除
く
と
い
う
意
味
が
最
も
強
い
と
い
う
面
に
重
点
を
お
い
て
、
す
べ
て
に
通
じ
る
名
前
で
は
あ
る
が
こ
こ
で
は
特
別
に
、
第
三
の
関
係
の
み
を
増
上
縁
と
名
づ
け
て
云
う
。
『
伝
通
記
鈔
』
四
二
四43
）
◎
直
接
の
答
え
の
第
二
、
比
較
し
て
〔
念
仏
が
〕
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
『
決
疑
鈔
』
三
三
七44
）
に
次
の
よ
う
に
云
う
。「
念
仏
と
諸
善
と
は
、
仏
の
光
明
に
救
い
取
ら
れ
る
か
救
い
取
ら
れ
な
い
か
の
違
い
が
あ
る
の
で
、
二
行
を
比
較
す
る
と
勝
劣
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
中
略
三
昧
は
心
を
集
中
し
て
散
乱
を
静
め
る
の
で
は
あ
る
が
、
永
遠
の
真
理
（
第
一
義
）
は
深
遠
で
微
妙
で
は
あ
る
が
、
菩
提
心
や
大
乗
仏
教
の
修
行
は
心
も
行
も
勝
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
戒
や
孝
行
の
す
ぐ
れ
た
行
い
は
立
派
【
本
文
】
自
餘ノ
衆
行モ
雖
名ト
是レ
善ト
、
若シ
比スレバ
念
佛二
者
、
全ク
非ル
比
ニ
也
。
五
一
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
道
は
妙
業
貴
し
と
雖
〔
も
〕、
佛
の
本
願
に
望
〔
む
〕
れ
ば
、
念
佛
獨
り
秀
〔
で
〕
た
り
。
故
に
非
比
と
云
〔
ふ
〕」。
◎
次
に
引
證
。
【
講
義
】「
諸
經
」
と
は
、
廣
く
淨
土
所
依
の
一
代
諸
經
を
指
す
。
然
〔
る
〕
に
「
如
無
量
」
以
下
、
先
づ
正
依
の
三
經
を
引
〔
き
〕
て
、
傍
依
の
餘
經
を
例
知
せ
し
む
。
故
に
下
文
に
「
此
例
非
一
」
と
云
〔
ふ
〕。
妙
の
謂
ゆ
る
「
諸
經
所
讃
多
在
彌
陀
」
の
意
な
り
（
也
）。
○
「
如
無
量
」
等
と
は
。
此
〔
の
〕『
大
經
』
の
意
を
解
す
る
に
二
義
あ
り
。
一
に
は
總
じ
て
『
大
經
』
一
部
を
指
し
て
、「
四
十
八
願
」
と
云
〔
ふ
〕。
本
願
と
果
成
と
相
ひ
離
れ
ざ
る
が
故
に
。
此
〔
の
〕
經
の
所
詮
、
專
ら
念
佛
に
在
り
。
所
謂
る
第
十
八
願
文
及
び
成
就
の
文
、
三
輩
・
流
通
、
倶
に
念
佛
を
明
〔
か
〕
す
。
故
に
餘
行
を
簡
別
し
て
、「
唯
明
」
と
云
〔
ふ
〕。
是
れ
釋
尊
隨
自
意
に
約
す
。
二
に
は
四
十
八
願
の
中
に
、
諸
行
來
迎
の
言
あ
れ
ど
も
、
本
願
の
生
因
は
、
唯
〔
だ
〕
念
佛
に
在
り
。
故
に
餘
行
を
簡
去
し
て
、「
唯
明
」
と
云
〔
ふ
〕。
是
れ
（
六
七
左
）
彌
陀
の
本
願
に
約
す
。
で
は
あ
る
が
、
仏
の
本
願
を
念
頭
に
置
く
な
ら
、
念
仏
の
み
が
と
り
わ
け
す
ぐ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
非
比
（
比
較
に
な
ら
な
い
）
と
云
う
」。
◎
正
釈
の
第
二
、
証
拠
と
し
て
の
引
用
（
引
証
）
「
諸
経
」
に
つ
い
て
、
広
く
浄
土
宗
が
依
拠
と
す
る
、
釈
尊
が
生
涯
に
説
か
れ
た
諸
経
典
を
指
す
。
し
か
し
、「
如
無
量
」
以
下
、
ま
ず
ま
さ
し
く
依
拠
と
す
る
三
つ
の
経
典
を
例
と
し
て
引
用
し
て
、
傍
論
と
し
て
二
次
的
に
浄
土
の
教
え
に
つ
い
て
説
き
明
か
し
た
三
部
経
以
外
の
経
典
に
も
説
く
こ
と
を
知
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
ぐ
後
の
文
に
「
此
例
非
一
」
と
云
う
の
で
あ
る
。
湛
然45
）
が
言
わ
れ
て
い
る
「
諸
経
所
讃
多
在
弥
陀46
）
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
○
「
如
無
量
」
等
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
『
無
量
寿
経
』
の
〔
四
十
八
願
の
中
で
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
念
じ
さ
え
す
れ
ば
極
楽
に
往
生
で
き
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
〕
趣
意
に
つ
い
て
の
解
釈
に
、
二
つ
の
理
解
の
仕
方
が
あ
る
。
第
一
は
『
無
量
寿
経
』
全
体
を
指
し
て
「
四
十
八
願
」
と
云
う
、
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
本
願
と
願
成
就
の
文
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
で
あ
る
。
こ
の
経
は
念
仏
に
つ
い
て
の
み
説
こ
う
と
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
第
十
八
願
文
及
び
成
就
の
文
、
三
輩
・
流
通
は
す
べ
て
念
仏
に
つ
い
て
説
き
明
か
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
念
仏
以
外
の
行
を
選
び
差
し
置
い
て
、「
唯
明
」
と
云
う
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
自
分
の
本
心
に
忠
実
に
あ
ろ
う
と
す
る
決
意
を
持
っ
て
説
い
た
相
手
に
対
し
て
は
念
仏
以
外
の
行
を
ひ
と
ま
ず
捨
て
念
仏
の
み
を
説
い
た
「
随
自
意
」
と
い
う
観
点
に
よ
る
理
解
で
あ
る
。
第
二
は
、
四
十
八
願
の
中
に
は
、
諸
行
来
迎47
）
の
語
も
あ
る
が
、
本
願
（
第
十
八
願
）
で
誓
わ
れ
て
い
る
往
生
の
因
は
、
た
だ
念
仏
の
み
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
念
仏
以
外
の
行
を
選
び
捨
て
て
、「
唯
明
」
と
【
本
文
】
是ノ
故ニ
諸
經ノ
中ニ
、
處
處ニ
廣ク
讃ス
念
佛ノ
功
能ヲ
。
如キ
無
量
壽
經ノ
四
十
八
願ノ
中ノ
、
唯
明セリ
專
念シテ
彌
陀ノ
名
號ヲ
得コトヲ
生ズ
。ルコトヲ
又
如キ
彌
陀
經ノ
中ノ
、
一
日
七
日
專ラ
念シテ
彌
陀ノ
名
號ヲ
得
生ズ
。ルコトヲ
又
十
方
恒
沙ノ
諸
佛
、
證
誠シ
下
不
虚ヲ
也
。
又
此ノ
經ノ
定
散ノ
文ノ
中ニ
、
唯
標ス
專
念シテ
名
號ヲ
得コトヲ
生ス
。ルコトヲ
此ノ
例
非
一ニ
也
。
五
二
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
○
「
又
如
彌
陀
經
」
等
と
は
。
此
〔
の
〕
中
、
二
文
あ
り
。
始
〔
め
〕
は
一
日
七
日
執
持
名
號
の
文
、
又
十
以
下
は
六
方
段
の
文
な
り
。
而
し
て
此
〔
の
〕
經
の
所
説
は
、
唯
〔
だ
〕
念
佛
の
み
に
し
て
、
更
に
餘
行
の
簡
ぶ
べ
き
無
け
れ
ば
、「
唯
」
の
字
を
置
か
ず
。
○
「
又
此
經
」
等
と
は
。
今
『
疏
』
は
、『
經
』
の
釋
な
る
が
故
に
、『
經
』
を
指
し
て
「
此
經
」
と
云
〔
ふ
〕。
此
〔
の
〕
文
を
解
す
る
に
亦
二
義
あ
り
。
一
に
云
〔
は
く
〕、
定
善
の
中
に
、「
念
佛
衆
生
」
と
云
ひ
、
下
三
品
及
び
流
通
付
屬
の
段
に
、
慇
懃
に
念
佛
を
勸
む
。
故
に
、
餘
行
を
簡
去
し
て
、「
唯
標
」
と
云
〔
ふ
〕。
是
れ
釋
迦
の
隨
自
に
約
す
。
二
に
云
〔
は
く
〕、『
經
』
一
部
の
中
、
定
散
の
往
生
を
説
く
と
雖
も
、
本
願
の
生
因
は
、
念
佛
に
在
り
。
故
に
「
唯
標
」
と
云
〔
ふ
〕。
是
れ
彌
陀
の
本
願
に
約
す
。
上
來
、『
大
經
』
『
經
』
に
就
〔
き
〕
て
、
各
〔
の
〕
二
義
を
成
ず
る
は
、『
鈔
』
三
三
七
に
委
曲
な
り
（
也
）。
○
「
此
例
非
一
」
と
は
。
凡
そ
證
に
於
て
正
證
・
助
證
・
例
證
の
三
あ
り
。
今
は
例
證
な
り
。
謂
く
、
三
經
に
依
〔
り
〕
て
、
念
佛
得
生
の
證
を
〔
げ
〕
て
、
之
を
當
段
の
光
明
攝
取
の
念
佛
に
局
る
に
例
す
。
故
に
「
此
例
」
と
云
〔
ふ
〕。
又
「
此
例
」
は
、
獨
り
三
經
の
み
に
限
ら
ず
、
諸
經
の
中
に
多
く
之
れ
有
る
こ
と
を
顯
は
し
て
、
「
非
一
」
と
云
〔
ふ
〕。
『
鈔
』
四
十
三
四
取
意
云
う
。
こ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
と
い
う
観
点
に
よ
る
理
解
で
あ
る
。
○
「
又
如
弥
陀
経
」
等
に
つ
い
て
、
こ
の
中
に
、
二
つ
の
文
が
あ
る
。
最
初
は
一
日
七
日
執
持
名
号
の
文
、「
ま
た
十
」
以
下
は
六
方
段
の
文
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
経
が
説
い
て
い
る
の
は
、
た
だ
念
仏
の
み
で
あ
り
、
選
び
捨
て
る
べ
き
、
そ
の
他
の
行
を
説
か
れ
な
い
の
で
、
「
唯
」
の
字
を
置
い
て
い
な
い
。
○
「
ま
た
此
経
」
等
に
つ
い
て
、
こ
の
『
観
経
疏
』
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
解
釈
の
書
で
あ
る
か
ら
、『
観
無
量
寿
経
』
を
指
し
て
「
此
経
」
と
云
う
。
こ
の
文
の
解
釈
に
ま
た
二
つ
の
仕
方
が
あ
る
。
第
一
は
、
定
善
の
中
、〔
第
九
観
に
〕「
念
仏
衆
生
」
と
云
い
、
下
三
品
及
び
流
通
付
属
の
段
に
、
慇
懃
に
念
仏
を
勧
め
る
。
ゆ
え
に
、
念
仏
以
外
の
行
を
選
び
捨
て
、「
唯
標
」
と
云
う
と
す
る
理
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
釈
尊
が
自
分
の
本
心
に
忠
実
に
あ
ろ
う
と
す
る
決
意
随
自
意
と
い
う
観
点
に
よ
る
理
解
で
あ
る
。
第
二
は
、『
観
無
量
寿
経
』
全
体
の
中
、
定
善
散
善
に
よ
る
往
生
を
説
い
て
は
い
る
が
、
本
願
で
誓
わ
れ
て
い
る
往
生
の
因
は
、
た
だ
念
仏
の
み
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
唯
標
」
と
云
う
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
と
い
う
観
点
に
よ
る
理
解
で
あ
る
。
以
上
の
『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
理
解
の
仕
方
を
立
て
る
の
は
、『
決
疑
鈔
』
三
三
七48
）
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
○
「
此
例
非
一
」
に
つ
い
て
、
証
拠
を
分
類
す
る
と
、
直
接
の
証
拠
（
正
証
）・
間
接
的
な
証
拠
（
助
証
）・
例
に
よ
る
証
拠
（
例
証
）
の
三
つ
が
あ
る
。
こ
こ
は
例
証
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
部
経
に
よ
っ
て
、
念
仏
を
称
え
る
も
の
は
往
生
で
き
る
証
拠
を
あ
げ
、
こ
の
章
の
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
摂
取
さ
れ
る
の
は
念
仏
を
称
え
る
も
の
に
限
る
例
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
此
例
」
と
云
う
。
ま
た
「
此
例
」
は
、
三
部
経
の
み
に
説
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
諸
経
の
中
に
多
く
説
か
れ
る
こ
と
を
表
し
て
、「
非
一
」
と
云
う
。
〔
聖
冏
〕『
伝
通
記
鈔
』
四
十
三
四
丁
取
意49
）
五
三
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
◎
後
に
結
示
【
講
義
】『
經
』
第
九
は
、
佛
身
に
し
て
、
佛
三
昧
な
り
。
其
〔
の
〕
中
に
成
所
見
の
相
を
、「
光
明
遍
照
」
等
と
説
き
た
ま
へ
り
。
此
〔
の
〕
文
に
由
〔
り
〕
て
、
廣
く
念
佛
三
昧
三
縁
攝
取
の
相
を
釋
し
畢
る
。
故
に
今
佛
に
簡
異
し
て
、
念
佛
三
昧
と
云
〔
ふ
〕。
『
十
八
通
』
下
十
六
◎
後
に
『
念
門
』
【
講
義
】「
如
前
」
と
は
。
次
上
の
文
に
、
毫
相
の
光
明
・
毛
孔
の
光
明
・
相
好
の
光
明
等
を
明
〔
か
〕
す
。
之
を
指
し
て
「
如
前
」
と
云
〔
ふ
〕。『
念
門
記
』
下
七
右
の
科
判
に
依
る
に
、
上
來
は
總
じ
て
色
光
を
釋
（
六
八
左
）
し
、「
又
如
」
以
下
は
、
別
し
て
心
光
を
釋
す
と
云
〔
ふ
〕。
但
し
今
の
「
一
一
徧
照
」
の
文
を
直
ち
に
心
光
と
取
る
に
非
〔
ざ
〕
る
べ
し
。
何
ん
と
な
れ
ば
、「
如
前
」
と
言
〔
ひ
〕
て
、
即
ち
上
の
色
光
を
受
〔
け
〕
て
釋
す
る
が
故
に
、
尚
ほ
是
れ
色
光
な
り
。
然
〔
れ
〕
ど
も
文
段
の
起
盡
を
判
ず
る
時
は
、
下
文
に
屬
せ
ざ
る
を
得
ず
。
故
に
記
主
、
判
じ
て
心
光
を
釋
す
と
云
〔
ふ
〕。
正
〔
し
〕
く
は
「
但
有
」
以
下
を
心
光
と
爲
す
べ
し
。
學
者
、
宜
〔
し
〕
く
文
の
起
盡
を
明
ら
め
て
、
其
〔
の
〕
意
を
得
べ
し
。
◎
正
釈
の
最
後
、
終
わ
り
を
示
す
（
結
示
）
『
観
無
量
寿
経
』
第
九
観
は
、
仏
身
観
で
あ
り
、
観
仏
三
昧
で
あ
る
。
そ
の
中
に
観
仏
成
就
の
境
地
に
達
し
た
人
が
見
る
様
子
を
、「
光
明
遍
照
」
等
と
説
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
に
よ
っ
て
、
広
く
念
仏
三
昧
に
よ
る
三
縁
摂
取
の
あ
り
さ
ま
を
解
釈
し
終
わ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
、
観
仏
と
区
別
し
て
、
念
仏
三
昧
と
云
う
。（〔
聖
冏
〕『
教
相
十
八
通
』
下
十
六
）
50
）
51
）
◎
引
用
文
の
第
三
、『
観
念
法
門
』
「
如
前
」
に
つ
い
て
、『
観
念
法
門
』
の
こ
の
文
の
す
ぐ
前
に
、
白
毫
相
の
光
明
・
毛
孔
の
光
明
・
相
好
の
光
明
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
指
し
て
「
如
前
」
と
云
う
。〔
良
忠
〕『
観
念
法
門
私
記
』
下
七
右52
）
の
段
落
分
け
に
よ
る
と
、
こ
の
引
用
文
の
前
の
『
観
念
法
門
』
の
内
容
は
、
概
し
て
色
光
に
つ
い
て
解
釈
し
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
又
如
」
以
下
は
、
特
に
心
光
に
つ
い
て
解
釈
し
て
い
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
一
一
徧
照
」
の
文
を
直
ち
に
心
光
と
取
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
如
前
」
と
い
っ
て
、
前
に
述
べ
て
い
る
色
光
を
受
け
て
解
釈
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
「
身
相
等
光
」
も
色
光
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
引
用
文
の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
全
部
を
判
断
す
る
時
は
、「
身
相
等
光
」
は
、
後
半
の
「
如
」
以
下
の
文
に
組
み
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
三
祖
良
忠
は
、
心
光
を
解
釈
し
て
い
る
と
云
う
。
正
し
く
は
「
但
有
」
以
下
を
心
光
と
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
学
ぶ
者
は
、
文
の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
全
部
を
分
析
し
て
、
そ
の
趣
旨
を
理
解
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
【
本
文
】（
六
八
右
）
廣ク
顯シ
念
佛
三
昧ヲ
竟ヌ
。
【
本
文
】
念
法
門ニ
云
、
又
如ク
前ノ
身
相
等ノ
光
、
一
一
徧ク
照ス
十
方
世
界ヲ
。
但
有テ
專
念スル
阿
彌
陀
佛ヲ
衆
生ノミ、
彼ノ
佛ノ
心
光
常ニ
照シテ
是ノ
人ヲ
、
攝
護シテ
不レ
捨下
。ハ
總テ
不
論
照
攝スルコトヲ
餘ノ
業ノ
行
者ヲ
。
五
四
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
○
「
不
論
照
攝
」
等
と
は
。『
念
門
見
聞
』
下
五
左
に
云
〔
は
く
〕、「
論
と
は
（
者
）、
曰
な
り
（
也
）。
謂
く
、
經
に
行
を
照
攝
す
と
曰
は
ず
（
不
）。
業
と
は
（
者
）、
行
な
り
（
也
）」
と
。
但
し
行
を
攝
せ
ず
と
云
〔
ふ
〕
と
雖
も
、
實
に
は
前
三
後
一
の
四
正
行
も
、
非
本
願
の
故
に
、
照
攝
せ
ず
。
然
〔
る
〕
に
今
は
且
く
、
疎
遠
の
行
を
〔
げ
〕
て
業
と
云
〔
ふ
〕
の
み
。
『
鈔
』
三
三
九
問
答
あ
り
◎
後
に
私
釋
。
【
講
義
】「
解
有
二
義
」
と
は
。『
鈔
』
に
云
〔
は
く
〕、「
二
義
と
云
〔
ふ
〕
と
雖
〔
も
〕、
水
火
の
異
に
非
〔
ず
〕。
謂
く
、
念
佛
は
即
〔
ち
〕
是
れ
本
願
の
行
な
る
が
故
に
、
三
縁
の
義
を
具
す
（
也
）」。
○
禮
讃
の
中
に
、「
金
山
」
と
は
、
須
彌
山
な
り
。
但
し
須
彌
は
、
四
寳
所
成
な
れ
ど
も
、
北
方
は
黄
金
な
る
が
故
に
「
金
山
」
と
云
〔
ふ
〕。
『
禮
讃
記
』
下
三
紙
『
金
光
明
經
』
に
云
〔
は
く
〕、
「
佛
身
微
妙
に
し
て
、
眞
金
色
。
其
〔
の
〕
光
、
普
く
照
〔
ら
〕
す
こ
と
、
金
山
に
等
し
」。
○
「
不
論
照
摂
」
等
に
つ
い
て
、〔
聖
聰
〕『
観
念
法
門
私
記
見
聞
』
下
五
丁
左53
）
に
、「
論
と
は
、
曰
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
経
に
は
雑
行
を
修
す
る
も
の
を
照
ら
し
救
い
取
る
と
は
曰
っ
て
い
な
い
。
雑
業
と
は
、
雑
行
の
こ
と
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
但
し
雑
行
を
修
す
る
も
の
を
救
い
取
ら
な
い
と
云
う
が
、
実
際
に
は
前
三
後
一
の
四
正
行
も
、
本
願
の
行
で
は
な
い
の
で
、
照
ら
さ
れ
も
せ
ず
、
救
い
取
ら
れ
も
し
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
疎
遠
の
行
を
挙
げ
て
雑
業
と
云
う
だ
け
で
あ
る
。
〔
良
忠
〕『
決
疑
鈔
』
三
三
九
丁
に
問
答
が
あ
る54
）
◎
宗
祖
の
私
見
（
私
釈
）
「
解
有
二
義
」
に
つ
い
て
、〔
良
忠
〕『
決
疑
鈔
』
に
、「
二
つ
の
意
味
と
は
云
っ
て
も
、
水
と
火
ほ
ど
の
違
い
で
は
な
い
。
す
は
わ
ち
、
念
仏
は
本
願
の
行
で
あ
る
か
ら
、
三
縁
の
意
味
を
そ
な
え
て
い
る
の
で
あ
る55
）
」
と
あ
る
。
○
『
往
生
礼
讃
』
の
引
用
文
中
に
「
金
山
」
と
は
、
黄
金
の
山
で
あ
る
。
た
だ
し
須
弥
山
は
、
〔
金
・
銀
・
瑠
璃
・
水
晶
の
〕
四
宝
か
ら
成
り
、
北
方
は
黄
金
で
あ
る
か
ら
「
金
山
」
と
云
う
。
〔
良
忠
〕『
往
生
礼
讃
私
記
』
下
三
紙56
）
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
は
、「
仏
身
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
す
ば
ら
し
く
、
純
金
の
色
で
あ
り
、
そ
の
光
が
く
ま
な
く
照
ら
す
こ
と
は
、
須
弥
山
に
等
し
い57
）
」
と
あ
る
。
【
本
文
】
私ニ
問
曰
、
佛ノ
光
明
、
唯
照シテ
念
佛ノ
者ノミ、ヲ
不ルハ
照サ
餘
行ノ
者ヲ
、
有ヤ
何ニ
意
乎
。
答
曰
、
解スルニ
有リ
二
義
。
一ニハ
者
親
縁
等ノ
三
義
、
如シ
文ノ
。
二ニハ
者
本
願ノ
義
、（
六
九
右
）
謂ク
餘
行ハ
非
本
願ニ
。
故ニ
不
照
攝セ
之ヲ
。
念
佛ハ
是レ
本
願ナ
。リ
故ニ
照
攝ス
之ヲ
。
故ニ
善
導
和
尚ノ
六
時
禮
讃ニ
云
、
彌
陀ノ
身
色
如シ
金
山ノ
。
相
好ノ
光
明
照ス
十
方ヲ
。
唯
有テ
念
佛ノミ
蒙ル
光
攝ヲ
。
當ニ
知
本
願
最モ
爲
強ト
已
上
。
又
所
引ノ
文ノ
中ニ
、
言ハ
自
餘ノ
衆
善モ
雖
名ト
是レ
善ト
、
若シ
比スレバ
念
佛ニ
者
、
全ク
非ト
比
ニ
也
者
、
意ノ
云
、
是レ
約シテ
淨
土
門ノ
諸
行ニ
、
而
所ナリ
比
論スル
也
。
念
佛ハ
是レ
既ニ
二
百
一
十
億ノ
中ニ
、
所ノニ
選
取スル
妙
行ナリ
也
。
諸
行ハ
是レ
既ニ
二
百
一
十
億ノ
中ニ
、
所ノ
選
捨スル
行ナリ
也
。
故ニ
云フ
全ク
非ト
比
ニ
也
。
又
念
佛ハ
（
六
九
左
）
是レ
本
願ノ
行
、
諸
行ハ
非
本
願ニ
。
故ニ
云
全ク
非ト
比
ニ
也
。
五
五
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
註１
）
良
忠
『
観
念
法
門
私
記
』（『
浄
全
』
第
四
巻
二
六
〇
頁
下
）
２
）
聖
聰
『
観
念
法
門
私
記
見
聞
』（『
浄
全
』
第
四
巻
三
〇
〇
頁
上
）
３
）
聖
冏
『
伝
通
記
鈔
』（『
浄
全
』
第
三
巻
八
六
九
頁
下
）
○
「
照
十
方
」
等
と
は
。「
照
十
方
」
は
、
色
光
な
り
。「
唯
有
」
以
下
は
、
心
光
な
り
。
○
「
當
知
本
願
」
等
と
は
。
本
願
と
は
、
第
十
八
を
指
す
。
非
本
願
の
最
弱
に
對
し
て
、
本
願
を
最
強
と
云
〔
ふ
〕。
念
佛
は
本
願
の
行
な
る
が
故
に
、
名
義
不
離
に
し
て
、
攝
益
あ
る
な
り
。
○
「
約
淨
土
門
諸
行
」
と
は
。
往
生
の
行
に
於
〔
ひ
〕
て
、
比
を
論
ず
る
こ
と
、
本
文
分
明
な
り
。
然
〔
る
〕
に
猶
〔
ほ
〕
此
〔
の
〕
釋
あ
る
は
、
愚
矇
の
徒
、
誤
〔
り
〕
て
「
全
非
比
」
の
文
に
就
〔
き
〕
て
、
餘
經
蔑
の
思
ひ
を
生
ぜ
ん
こ
と
を
恐
る
る
故
に
、
此
〔
の
〕
釋
を
爲
す
か
（
）。
『
澤
見
』
○
「
又
念
佛
是
本
願
」
と
は
。
問
〔
ふ
〕。
次
上
の
選
の
義
と
、
今
の
本
願
の
義
と
は
、
是
れ
選
本
願
の
一
義
な
る
べ
し
。
何
ぞ
二
義
と
爲
す
や
。
答
〔
ふ
〕。
選
に
由
〔
り
〕
て
本
願
と
爲
す
が
故
に
。
選
と
本
願
と
は
相
ひ
離
れ
ず
と
雖
も
、
其
〔
の
〕
義
分
〔
か
ち
〕
て
二
と
爲
す
。
例
せ
ば
、
本
願
と
三
（
七
〇
右
）
縁
と
相
ひ
離
れ
ざ
れ
ど
も
、
其
〔
の
〕
義
異
な
る
が
故
に
、
分
〔
か
ち
〕
て
二
義
と
爲
す
が
如
し
。
『
澤
見
』
上
來
第
七
章
を
解
し
竟
る
。
選
本
願
念
佛
集
講
義
中
終
○
「
照
十
方
」
等
に
つ
い
て
、「
照
十
方
」
は
、
色
光
で
あ
る
。「
唯
有
」
以
下
は
、
心
光
で
あ
る
。
○
「
当
知
本
願
」
等
に
つ
い
て
、
本
願
と
は
、
第
十
八
願
を
指
す
。
本
願
で
な
い
こ
と
が
最
弱
で
あ
る
こ
と
と
対
比
し
て
、
本
願
を
最
強
と
云
う
。
念
仏
は
本
願
の
行
で
あ
る
か
ら
、
名
前
（
名
）
で
あ
る
名
号
と
そ
の
内
容
（
義
）
で
あ
る
光
明
は
離
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、〔
念
仏
の
行
者
に
は
〕
救
い
取
ら
れ
る
利
益
が
あ
る
。
○
「
約
浄
土
門
諸
行
」
に
つ
い
て
、
往
生
の
行
の
中
で
、
比
較
を
論
じ
る
こ
と
は
、
引
用
文
で
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
お
こ
の
解
釈
が
あ
る
の
は
、
愚
か
な
人
た
ち
が
、
誤
っ
て
「
全
非
比
」
の
文
に
つ
い
て
、
他
の
経
典
に
対
し
て
軽
蔑
の
思
い
を
起
こ
す
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
、
こ
の
解
釈
を
し
た
の
で
は
な
い
か
。
〔
持
阿
〕『
選
択
決
疑
抄
見
聞58
）
』
○
「
又
念
仏
是
本
願
」
に
つ
い
て
、【
問
】
質
問
す
る
。
す
ぐ
前
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
選
び
取
ら
れ
た
行
で
あ
る
（
選
択
）
と
い
う
解
釈
と
、
こ
の
本
願
の
行
で
あ
る
と
い
う
解
釈
と
は
、
選
択
本
願
と
い
う
一
つ
の
解
釈
で
は
な
い
か
。
ど
う
し
て
二
つ
に
分
け
て
解
釈
を
す
る
の
か
。
【
答
】
答
え
る
。
選
び
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
願
と
な
っ
た
か
ら
、
選
択
と
本
願
と
は
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
れ
を
二
つ
に
分
け
て
解
釈
す
る
。
例
え
ば
、
本
願
と
三
縁
は
離
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
意
味
が
異
な
る
の
で
、
分
け
て
二
つ
の
解
釈
を
す
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
〔
持
阿
〕『
選
択
決
疑
抄
見
聞59
）
』
以
上
第
七
章
を
解
釈
し
終
わ
る
。
選
択
本
願
念
仏
集
講
義
巻
中
終
五
六
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
４
）
聖
冏
『
決
疑
鈔
直
牒
』（『
浄
全
』
第
七
巻
五
六
〇
頁
上
）
５
）
尋：
両
手
を
広
げ
た
長
さ
。
長
さ
の
単
位
。
古
代
中
国
で
は
八
尺
。
日
本
で
は
五
尺
、
ま
た
は
六
尺
。
ひ
ろ
６
）
第
十
二
願：
康
僧
鎧
訳
『
無
量
寿
経
』「
設
我
得
佛
光
明
有
能
限
量
下
至
不
照
百
千
億
那
由
他
諸
佛
國
者
不
取
正
覺
」（『
浄
全
』
第
一
巻
七
頁
）
７
）
『
浄
全
』
の
訓
読
は
、「
諸
佛
の
光
明
、
能
く
及
ば
ざ
（
不
）
る
所
な
り
」。
（『
浄
全
』
第
一
巻
一
三
頁
）
８
）
第
三
十
三
願：
康
僧
鎧
訳
『
無
量
寿
経
』「
設
我
得
佛
十
方
無
量
不
可
思
議
諸
佛
世
界
衆
生
之
類
蒙
我
光
明
其
身
者
身
心
柔
超
過
人
天
若
不
爾
者
不
取
正
覺
」（『
浄
全
』
第
一
巻
九
頁
）
９
）
了
慧
『
選
択
大
綱
抄
』（『
浄
全
』
第
八
巻
四
二
頁
上
）
10
）
禮
阿：
然
空
（
〜
一
二
九
七
）
鎮
西
流
一
条
派
の
祖
。
十
三
世
紀
末
、
浄
土
教
の
混
乱
し
て
い
た
京
都
に
鎮
西
流
を
定
着
さ
せ
、
発
展
へ
の
下
地
を
作
っ
た
人
。
禮
阿
、
法
光
明
院
と
も
い
う
。
11
）
相
傳
の
義：
良
曉
『
決
疑
鈔
見
聞
』（『
浄
全
』
第
七
巻
四
一
一
頁
下
）
お
よ
び
良
栄
『
浄
土
宗
要
集
（
東
宗
要
）
見
聞
』（『
浄
全
』
第
七
巻
四
六
四
頁
上
）
12
）
良
忠
『
往
生
礼
讃
私
記
』
巻
上
（『
浄
全
』
第
四
巻
三
八
一
頁
上
）「
今
の
下
の
文
に
云
く
以
光
明
名
號
攝
化
十
方
已
上
光
明
と
は
（
者
）
第
十
二
の
願
を
指
す
。
名
號
と
は
第
十
八
の
願
を
指
す
・
是
の
故
に
念
佛
は
名
義
具
足
し
て
定
ん
で
往
生
を
得
」
13
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
第
七
巻
二
五
九
頁
下
）
14
）
鳩
摩
羅
什
訳
『
阿
弥
陀
経
』（『
浄
全
』
第
一
巻
五
三
頁
）
15
）
十
二
光
「
無
量
壽
佛
號
、
無
量
光
佛
・
無
邊
光
佛
・
無
礙
光
佛
・
無
對
光
佛
・
王
光
佛
・
淸
淨
光
佛
・
喜
光
佛
・
智
慧
光
佛
・
不
光
佛
・
難
思
光
佛
・
無
光
佛
・
超
日
月
光
佛
」：
康
僧
鎧
訳
『
無
量
寿
経
』（『
浄
全
』
第
一
巻
一
三
頁
）
16
）
曇
鸞
『
往
生
論
註
』（『
浄
全
』
第
一
巻
二
三
八
頁
上
）「
彼
如
來
名
如
彼
如
來
光
明
智
相
如
彼
名
義
欲
如
實
修
行
相
應
故
」（『
講
義
』
は
「
如
彼
名
義
」
の
四
字
脱
）
17
）
「
称
名
念
仏
し
て
い
て
も
、
な
お
も
無
知
で
あ
り
つ
づ
け
、
願
い
が
一
向
に
か
な
わ
な
い
も
の
が
い
る
」、
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
で
あ
る
。
18
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
第
七
巻
二
五
九
頁
下
）
19
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
第
七
巻
二
五
八
頁
下
）「
德
大
寺
の
唯
蓮
房
、
雲
居
寺
に
參
籠
し
て
七
日
、
攝
取
之
義
を
祈
請
す
。
滿
夜
の
夢
中
の
本
尊
手
を
申
て
行
者
の
腕
を
握
り
、
脣
を
動
か
し
て
聲
を
出
し
て
云
く
。
攝
取
是
也
と
。
然
し
て
後
に
蓮
華
谷
を
詣
て
夢
の
虚
實
を
問
ふ
。
僧
都
、
面
に
感
涙
の
氣
有
て
報
て
云
く
定
で
是
れ
實
夢
也
と
。
云
云
傳
法
院
覺
淵
阿
梨
の
説
法
の
辭
に
云
。
攝
取
之
義
、
法
中
よ
り
出
た
り
。
所
謂
る
掌
の
内
に
握
っ
て
（
而
）
捨
て
ざ
（
不
）
る
、
是
を
攝
取
と
名
く
云
云
。
蓮
華
谷
の
感
涙
、
其
意
此
に
在
る
か
（
〕）。」
20
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
定
善
義
）』（『
浄
全
』
第
二
巻
三
四
九
頁
下
）
21
）
貞
準
『
観
経
四
帖
疏
新
記
』
十
六
巻
、
天
和
二
年
一
六
八
二
）刊
22
）
『
講
義
』
本
文
に
は
こ
こ
に
引
用
符
〞
」〝
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
23
）
牒
文：
「
で
つ
も
ん
」
と
読
む
。
長
い
文
章
を
段
に
区
切
る
こ
と
24
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
定
善
義
）』（『
浄
全
』
第
二
巻
三
五
五
頁
上
）
25
）
聖
冏
『
伝
通
記
鈔
』（『
浄
全
』
第
三
巻
八
八
三
頁
下
）
26
）
あ
る
人：
不
明
。
直
後
の
「
あ
る
人
」
も
同
人
物
と
思
わ
れ
る
。
27
）
『
観
無
量
寿
経
釈
』（『
昭
法
全
』
一
〇
五
頁
。『
浄
全
』
第
九
巻
三
四
一
頁
下
の
当
該
箇
所
に
は
こ
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。『
昭
法
全
』
注
参
照
）
28
）
遠
近
は
「
遠
」
と
「
近
」
で
は
な
く
、
直
前
の
「
多
少
」
が
「
多
い
」
こ
と
を
表
す
の
と
同
様
、「
遠
さ
」
を
意
味
す
る
。
29
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
第
七
巻
二
六
〇
頁
下
）
30
）
『
浄
全
』
第
二
巻
四
九
頁
で
は
「
衆
生
憶
念
佛
者
」、『
講
義
』
は
「
者
」
字
脱
31
）
四
縁：
結
果
を
生
ず
る
直
接
条
件
と
し
て
の
因
に
対
し
て
間
接
条
件
で
あ
る
縁
を
四
種
に
分
類
し
た
も
の
（
一
）
因
縁
（
因
と
し
て
の
縁
。
そ
の
ま
ま
因
と
な
る
縁
。
そ
の
因
に
は
六
種＝
六
因
を
分
け
る
）（
二
）
等
無
間
縁
（
前
の
刹
那
の
心
の
は
た
ら
き
が
次
の
刹
那
の
心
の
は
た
ら
き
を
生
ず
る
た
め
の
縁
と
な
っ
て
、
そ
の
間
に
他
の
心
が
入
り
込
ま
な
い
も
の
）（
三
）
所
縁
縁
（
対
象
と
し
て
の
所
縁
五
七
桑
門
秀
我
『
選
本
願
念
佛
集
講
義
』
現
代
語
訳
注
｜
「
大
意
」
並
び
に
「
第
七
章
」
｜
（
上
野
忠
昭
）
が
心
の
は
た
ら
き
を
生
ず
る
た
め
の
縁
と
な
る
場
合
を
い
う
）（
四
）
増
上
縁
（
以
上
の
三
縁
以
外
の
間
接
的
な
条
件
を
い
う
）
の
四
つ
。
32
）
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
玄
義
分
）』（『
浄
全
』
第
二
巻
一
三
二
頁
上
）
33
）
善
導
『
観
経
疏
玄
義
分
』（『
浄
全
』
第
二
巻
一
二
頁
上
）
34
）
善
導
『
観
経
疏
序
分
義
』（『
浄
全
』
第
二
巻
二
八
頁
上
）
35
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
第
七
巻
二
六
二
頁
下
）
36
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
第
七
巻
二
六
二
頁
上
）。
37
）
聖
冏
『
伝
通
記
鈔
』（『
浄
全
』
第
三
巻
八
七
八
頁
下
）
38
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
第
七
巻
二
六
二
頁
上
）
39
）
『
観
無
量
寿
経
釈
』（『
浄
全
』
第
九
巻
三
五
二
頁
、『
昭
法
全
』
一
二
二
頁
）
40
）
聖
冏
『
決
疑
鈔
直
牒
』（『
浄
全
』
第
七
巻
五
六
一
頁
上
）
41
）
聖
冏
『
伝
通
記
鈔
』（『
浄
全
』
第
三
巻
八
七
八
頁
上
）
42
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
第
七
巻
二
六
二
頁
上
）
43
）
聖
冏
『
伝
通
記
鈔
』（『
浄
全
』
第
三
巻
八
七
八
頁
上
）
44
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
第
七
巻
二
六
四
頁
下
）
45
）
妙
楽：
湛
然
（
七
一
一
〜
七
八
二
）
は
中
国
・
唐
代
の
天
台
宗
の
僧
侶
。
荆
渓
湛
然
と
呼
ば
れ
、
ま
た
、
妙
楽
大
師
と
称
さ
れ
た
。
天
台
宗
の
第
六
祖
。
46
）
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』『
大
正
』
四
六
巻
一
八
二
下
47
）
第
一
九
願：
康
僧
鎧
訳
『
無
量
寿
経
』「
設
我
得
佛
十
方
衆
生
發
菩
提
心
修
諸
功
德
至
心
發
願
欲
生
我
國
臨
壽
終
時
令
不
與
大
衆
圍
繞
現
其
人
前
者
不
取
正
覺
」（『
浄
全
』
第
一
巻
八
頁
）
48
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
第
七
巻
二
六
五
頁
上
）
49
）
聖
冏
『
伝
通
記
鈔
』（『
浄
全
』
第
三
巻
八
八
三
頁
上
）
50
）
聖
冏
『
教
相
十
八
通
』（『
浄
全
』
第
一
二
巻
七
五
八
頁
）
51
）
六
十
二
丁
左
の
（
五
）
観
称
分
別
参
照
52
）
良
忠
『
観
念
法
門
私
記
』（『
浄
全
』
第
四
巻
二
六
〇
頁
）
53
）
聖
聰
『
観
念
法
門
私
記
見
聞
』（『
浄
全
』
第
四
巻
三
〇
〇
頁
）
54
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
第
七
巻
二
六
五
頁
下
）
55
）
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（『
浄
全
』
第
七
巻
二
六
六
頁
上
）
56
）
良
忠
『
往
生
礼
讃
私
記
』（『
浄
全
』
第
四
巻
四
〇
一
頁
下
）
57
）
『
金
光
明
最
勝
王
経
』（『
大
正
』
一
六
巻
四
五
四
頁
下
）
58
）
持
阿
『
選
択
決
疑
鈔
見
聞
』（『
浄
全
』
第
七
巻
八
一
九
頁
下
）
59
）
持
阿
『
選
択
決
疑
鈔
見
聞
』（『
浄
全
』
第
七
巻
八
一
九
頁
下
）
【
附
記
】
平
成
十
八
年
に
、
本
庄
良
文
研
究
員
に
よ
っ
て
、
こ
の
講
義
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
が
提
案
さ
れ
た
（
本
号
、
本
庄
良
文
氏
稿
「
緒
言
」
参
照
）。
そ
れ
よ
り
以
前
に
、
本
庄
氏
か
ら
こ
の
講
義
を
そ
の
価
値
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
画
像
デ
ー
タ
も
入
手
し
て
い
た
の
で
、
躊
躇
な
く
デ
ー
タ
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
。
本
稿
「
は
じ
め
に
」
の
注
に
も
記
し
た
と
お
り
、
協
力
諸
氏
の
集
中
作
業
に
よ
り
ま
た
た
く
ま
に
完
了
し
た
。
そ
の
後
、
本
講
義
を
二
人
で
分
担
し
て
現
代
語
訳
注
を
進
め
な
い
か
と
本
庄
氏
か
ら
提
案
さ
れ
、
章
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
を
決
め
た
。
平
成
二
十
五
年
度
に
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
の
「
法
然
仏
教
の
多
角
的
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
中
に
、
こ
の
講
義
の
現
代
語
訳
注
作
業
が
組
み
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
、
私
に
そ
の
分
担
部
分
の
作
業
を
進
め
る
よ
う
に
と
い
う
要
請
を
本
庄
研
究
員
か
ら
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
六
年
度
「
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
発
足
に
際
し
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
本
稿
に
至
っ
た
。
申
し
訳
な
く
も
担
当
分
の
訳
注
作
業
す
ら
滞
ら
せ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
を
与
え
、
こ
の
『
講
義
』
と
の
出
会
い
を
も
た
ら
し
て
く
だ
さ
っ
た
本
庄
良
文
氏
に
、
そ
し
て
本
研
究
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
諸
氏
に
心
よ
り
感
謝
し
、
そ
の
意
を
こ
こ
に
表
す
る
。
（
う
え
の
た
だ
あ
き
嘱
託
研
究
員
、
浄
願
寺
副
住
職
）
五
八
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
２
号
